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業
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減
価
償
却
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)
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同
設
備
投
資
と
資
金
の
源
泉

ω大
手
私
鉄
と
「
赤
字
」

む
す
び
に
か
え
て
(
以
上
、
本
号
所
載
)

四

(2) 

減
価
償
却

(イ)

減
価
償
却
規
定

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
わ
が
同
私
鉄
企
業
の
一
殻
的
な
状
況
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
私
鉄
企
業
の
減
価
償
却
の
基
本
的
な
性
格
に
つ
い
て

検
討
し
よ
う
。
そ
の
場
合
、
ま
ず
減
価
償
却
が
法
規
上
で
ど
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
か
を
検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
私
鉄
企
業

の
会
計
は
、
地
方
鉄
道
業
会
計
規
則
な
ら
び
に
軌
道
楽
会
計
規
定
に
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
実
質
的
に
私
鉄
企
業
の
会
計
を
規
定
す
る
も

の
は
法
人
税
法
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
私
鉄
企
業
の
減
価
償
却
を
規
定
す
る
の
は
税
法
の
規
定
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
し
た
が
っ
て
、

ま
ず
税
法
の
減
価
償
却
規
定
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。

す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
昭
和
一
七
年
に
公
布
さ
れ
た
会
社
固
定
資
産
償
却
規
則
で
は
地
方
鉄
道
お
よ
び
軌
道
楽
に
つ
い
て
は
、
土
地

を
の
ぞ
く
一
切
の
固
定
資
産
に
つ
い
て
耐
用
年
数
一
一
一

O
年
の
総
合
償
却
が
規
定
さ
れ
、
し
か
も
こ
の
償
却
額
の
玉

O
パ
ー
セ
ン
ト
が
強
制

さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
戦
後
、
昭
和
二
一
年
の
会
祉
経
理
統
制
令
の
廃
止
に
と
も
な
い
、
戦
前
の
通
常
状
態
に
復
す
る
た
め
、
昭
和
二

二
年
に
耐
用
年
数
が
改
正
さ
れ
た
。
こ
の
改
正
に
と
も
な
い
、
強
制
償
却
の
制
度
も
な
く
な
り
、
土
地
を
除
く
一
切
の
同
定
資
産
に
つ
い

て
耐
用
年
数
回

O
年
の
総
合
償
却
が
規
定
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
昭
和
一
七
年
の
耐
用
年
数
に
た
い
し
て
三
三
パ
ー
セ
ン
ト
の
延
長
が
な

さ
れ
た
c

昭
和
二
二
年
の
耐
用
年
数
の
延
長
は
他
産
菜
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
機
械
装
置
に
つ
い
て
み
る
と
平
均
で
一
般
産
業
用



二
割
、

(
幻
)

時
局
産
業
用
で
は
約
五
割
が
延
長
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
占
領
政
策
の
も
と
で
、
企
業
会
計
の
側
面
で
は
、
経
済
の
「
民
主
化
」
の
観
点
か
ら
G
H
Q
の
経
済
科
学

局
社
会
統
計
課
が
昭
和
二
二
年
に
「
製
造
会
社
及
ピ
商
業
会
社
ノ
財
務
諸
表
作
表
ノ
タ
メ
ノ
指
示
書
」
を
発
表
し
た
。
ま
た
昭
和
二
四
年

に
経
済
安
定
本
部
企
業
会
計
塾
準
審
議
会
か
ら
中
間
報
告
と
し
て
企
業
会
計
原
則
が
設
定
さ
れ
た
。
こ
の
企
業
会
計
原
則
は
昭
和
二
九
年

に
は
一
人
注
解
が
付
さ
れ
、

よ
り
実
践
的
、
具
体
的
な
も
の
と
し
て
機
能
し
て
い
く
。
と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
近
代
会
計
手
の
導
入
の
過

程
は
周
知
の
資
産
再
評
価
問
題
と
密
接
に
結
び
つ
き
な
が
ら
展
開
き
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
後
ち
に
検
討
す
る
よ
う
に
、
戦
後
の
は
げ
し
い

イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
背
景
と
し
な
が
ら
昭
和
三
四
年
の
第
一
次
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
日
本
税
制
報
告
書
を
直
接
的
な
契
機
と
し
て
昭
和
二
五

平
に
資
産
再
評
価
法
が
公
布
、
施
行
さ
れ
た
(
第
一
次
資
産
再
評
価
)
。
そ
の
後
、
第
二
次
資
産
再
評
価
(
昭
和
二
六
年
)
、
第
三
次
資
産

再
評
価
(
昭
和
二
人
年
)
が
実
施
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、
昭
和

の
私
鉄
企
業
の
総
合
償
却
の
規
定
は
、
資
産
構
成
の
内
容
に
よ
っ
て
不
合
理
が
生
ず
る
こ
と

と
な
る
た
め
、
昭
和
二
六
年
度
よ
り
資
産
の
種
類
別
、
細
目
別
に
償
却
を
お
こ
な
う
こ
と
と
な
っ
た
。

現
行
の
税
法
で
は
、

た
と
え
ば
鉄
道
用
又
は
軌
道
用
車
両
の
耐
周
年
数
は
、
電
気
又
は
蒸
気
機
関
車
一
八
年
、
一
電
車
二
二
佳
、
内
燃
動

卓
(
制
御
車
及
び
附
随
車
を
今
日
む
)

一
一
年
、
貨
車
(
構
造
、
用
途
に
応
じ
て
)

一
O
t
二
O
年
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
耐
用
年
数

は
の
ち
に
指
摘
す
る
よ
う
に
、
実
際
に
使
用
さ
れ
る
期
間
よ
り
い
ち
じ
る
し
く
短
縮
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
耐
用
年
数
に
よ
っ
て
有

形
固
定
資
産
に
つ
い
て
は
残
存
価
欄
一

O
パ
ー
セ
ン
ト
、
定
率
法
お
よ
び
定
額
法
に
よ
る
償
却
が
規
定
さ
れ
て
い
る
(
法
人
税
法
施
行
令

四
人
条
)
。

と
こ
ろ
で
、
以
上
の
減
価
償
却
規
定
に
く
わ
え
て
、
地
方
鉄
道
会
計
で
は
従
来
よ
り
取
替
、
修
繕
に
よ
っ
て
固
定
資
産
価
値
を
維
持
す

わ
が
函
私
鉄
企
業
と
減
価
償
却
(
二
)

二
七



わ
が
国
私
鉄
企
業
と
減
価
償
却
(
二
〉

二
八

る
と
い
う
会
計
処
理
が
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
。
税
法
で
も
、
こ
れ
を
減
価
償
却
に
組
み
入
れ
、
多
量
に
同
一
の
目
的
の
た
め
に
使
用
さ
れ

る
減
価
償
却
資
産
で
、
毎
事
業
年
度
使
用
に
耐
え
な
く
な
る
資
産
の
一
部
が
ほ
ぼ
同
数
量
ず
つ
取
替
え
ら
れ
る
資
産
に
つ
い
て
、
取
替
法

に
よ
る
償
却
計
算
を
み
と
め
て
い
る
。
法
人
税
法
施
行
規
則
第
一

O
条
は
、
鉄
道
業
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
も
の
を
取
替
資
産
と
定
め
て
い

る
。
鉄
道
設
備
ま
た
は
軌
道
備
設
に
属
す
る
構
築
物
の
う
ち
、
軌
条
お
よ
び
付
属
品
、

ま
く
ら
木
、
分
岐
器
、

ボ
ン
ド
、
信
号
機
、
通
信

機
、
信
号
線
、
電
灯
電
力
線
、
送
配
電
線
、
き
電
線
、
電
車
線
、
第
三
軌
条
な
ら
び
に
電
線
支
持
物
(
鉄
柱
、
鉄
塔
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
柱

お
よ
び
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塔
を
除
く
〉
。

税
法
の
取
替
法
に
よ
る
償
却
限
度
額
の
計
算
は
、

取
替
資
産
の
取
得
価
額
の
五

O
パ
ー
セ
ン
ト
に

達
す
る
ま
で
は
定
額
法
ま
た
は
定
率
法
に
よ
っ
て
計
算
し
た
金
額
と
、
他
方
そ
の
取
替
資
産
が
使
用
に
耐
え
な
く
な
っ
た
た
め
そ
の
事
業

年
度
に
種
類
品
質
を
同
じ
く
す
る
新
た
な
資
産
と
取
り
替
え
、
損
金
経
理
し
た
ば
あ
い
の
金
額
と
の
合
計
額
と
す
る
(
施
行
令
四
九
条

一
)
。
す
な
わ
ち
、
取
替
資
産
自
体
の
償
却
費
(
取
得
価
額
の
五

O
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
す
る
ま
で
〉
と
取
替
費
と
の
合
計
額
を
も
っ
て
各
事

業
年
度
の
償
却
限
度
額
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
取
替
法
に
よ
る
償
却
が
、
現
実
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
機
能
し
て
い
る
か
に

つ
い
て
は
の
ち
に
指
摘
す
る
。

私
鉄
企
業
の
減
価
償
却
に
は
、
以
上
の
普
通
償
却
お
よ
び
取
替
法
に
よ
る
償
却
に
く
わ
え
て
、
租
税
特
別
措
置
法
に
よ
る
特
別
償
却
の

(
お
)

規
定
が
あ
る
。
鉄
道
莱
で
は
す
で
に
昭
和
二
七
年
に
企
業
合
理
化
促
進
法
に
も
と
づ
き
特
別
償
却
を
認
め
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
現
在
で

も
租
税
特
別
措
置
法
四
三
条
一

O
に
よ
っ
て
特
定
設
備
等
の
特
別
償
却
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
大
都
市
お
よ
び
そ
の
周
辺
地

域
に
お
け
る
鉄
道
又
は
軌
道
の
緊
急
か
つ
計
画
的
な
整
備
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
な
一
定
の
路
線
の
新
設
そ
の
他
の
工
事
で
取
得
す
る

線
路
設
備
そ
の
他
の
設
備
に
つ
い
て
は
、
取
得
年
度
の
償
却
限
度
額
を
そ
の
取
得
価
額
に
四
分
の
一
を
乗
じ
た
額
(
特
別
償
却
限
度
額
)

と
普
通
償
却
限
度
額
の
合
計
額
と
し
て
い
る
。



さ
ら
に
、
以
上
の
減
価
償
却
規
定
に
く
わ
え
て
、
固
定
資
産
の
会
計
同
題
に
と
っ
て
重
要
な
内
容
を
も
っ
て
い
る
圧
縮
記
帳
の
規
定
に

つ
い
て
言
及
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
法
人
税
法
で
は
、
電
力
会
社
、
ガ
ス
会
社
な
ど
と
な
ら
ん
で
地
方
鉄
道
お
よ
び
軌
道
を
営

む
法
人
す
な
わ
ち
私
鉄
が
、
事
業
に
必
要
な
施
設
を
設
け
る
た
め
に
受
益
者
(
利
用
者
)
か
ら
、
金
銭
ま
た
は
資
材
の
交
付
を
う
け
て
国

定
資
産
を
取
得
し
た
ば
あ
い
に
、

そ
の
価
額
に
相
当
す
る
金
額
を
圧
縮
隈
度
額
と
し
て
圧
縮
記
帳
を
行
う
こ
と
を
認
め
て
い
る
(
工
事
負

担
金
等
で
取
得
し
た
固
定
資
産
の
圧
縮
記
帳
、
法
人
税
法
四
五
条
)
。

ま
た
、

と
く
に
私
鉄
の
固
定
資
産
会
計
に
と
っ
て
大
き
な
影
響
力

を
も
つ
も
の
に
、
収
用
等
に
伴
い
代
替
資
産
を
取
得
し
た
場
合
の
圧
縮
記
帳
(
租
税
特
別
措
置
法
六
四
条
)
、

特
定
資
産
の
買
換
え
に
よ

り
取
得
し
た
場
合
の
圧
縮
記
帳
(
租
税
特
別
措
置
法
六
五
条
七
)
な
と
の
規
定
が
あ
り
、
固
定
資
産
の
圧
縮
を
捉
進
し
て
い
る
。

税
法
で
は
、
私
鉄
企
業
の
固
定
資
産
会
計
に
つ
い
て
以
上
の
よ
う
な
様
々
な
規
定
を
も
う
け
て
い
る
。
こ
の
規
定
に
も
と
づ
く
私
鉄
企

業
の
固
定
資
産
会
計
が
ど
の
よ
う
に
実
施
さ
れ
て
い
る
か
を
つ
ぎ
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(ロ)

資
産
再
評
価

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
わ
が
国
の
経
済
復
興
は
、

イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
の
国
家
資
金
の

企
菜
へ
の
投
入
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。
大
手
私
鉄
に
あ
っ
て
も
、

た
と
え
ば
の
ち
に
示
す
第
口
表
の
東
京
急
行
電
鉄
の
貸
借
対
照
表
か
ら

わ
か
る
よ
う
に
、
資
本
源
泉
と
し
て
借
入
金
、
社
債
が
大
き
な
役
割
を
は
た
し
た
。
戦
後
の
物
価
騰
貴
の
状
況
を
第
H
表
に
よ
っ
て
み
る

と
、
物
価
指
数
は
昭
和
二
七
年
に
は
戦
前
(
昭
和
九

t
一
一
年
平
均
)

の
三

1
四
百
倍
に
も
な
っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、
主
と
し
て
企
一
世
木
の
実
質
資
本
の
維
持
と
い
う
立
場
か
ら
減
価
償
却
不
足
な
ら
び
に
そ
れ
に
と
も
な
う
名
目

課
税
に
よ
る
資
本
の
食
い
つ
ぶ
し
の
防
止
を
論
拠
と
し
て
、
資
産
再
評
価
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
昭
和
二
五
年
に
資
産
再
評
価
法
が
公
布
、

わ
が
国
私
鉄
企
業
と
減
価
償
却
(
二
)

九
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が
国
私
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業
と
減
価
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施
行
さ
れ
、
任
意
再
評
価
に
よ
る
簿
価
と

の
差
額
に
六
パ
ー
セ
ン
ト
を
課
税
し
、
再

評
価
納
付
額
を
控
除
し
た
の
ち
の
金
額
に

よ
っ
て
欠
損
の
填
補
を
認
め
、

そ
の
残
余

を
再
評
価
積
立
金
と
す
る
こ
と
を
規
定
し

た
(
第
一
次
資
産
再
評
価
)
。

ま
た

てコ

づ
い
て
昭
和
二
六
年
に
は
再
評
価
積
立
金

の
資
本
組
入
に
関
す
る
法
律
を
公
布
、
施

行
し
、
再
評
価
積
立
金
の
資
本
組
入
れ
を

規
定
し
た
。
資
産
再
評
価
法
は
、
昭
和

六
年
(
第
二
次
資
産
再
評
価
)
、

昭
和

八
年
(
第
三
次
資
産
再
評
価
)
に
わ
た
っ

て
改
正
、
施
行
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
で
、
資
産
再
評
価
の
実
施
の
主

要
な
論
拠
は
、
減
価
償
却
不
足
に
よ
る
資

本
の
食
い
つ
ぶ
し
に
つ
あ
た
。
そ
こ
で
、

私
鉄
企
業
の
資
産
再
評
価
の
状
況
を
検
討



す
る
ま
え
に
、
減
価
償
却
不
足
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
こ
う
。

当
時
す
で
に
、
一
品
寺
貞
男
教
授
は
実
態
分
析
に
も
と
づ
き
な
が
ら
、
経
費
の
な
か
で
減
価
償
却
費
が
い
ち
じ
る
し
く
低
下
し
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず

つ
、
ぎ
の
よ
う
な
指
摘
を
な
さ
れ
て
い
た
。

一
た
ん
に
減
価
償
却
費
の
名
を
も
っ
て
よ
ば
れ
て
い
る
も
の
の
み
を
み
て
、

減
価
償
却
の
減
価
回
収
機
能
が
縮
小
し
、
あ
る
い
は
そ
れ
が
部
分
的
に
し
か
は
た
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、

か
な
ら
ず
し
も

た
だ
ち
に
資
本
が
食
い
つ
ぶ
さ
れ
た
と
結
論
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
固
定
資
産
の
減
価
を
回
収
す
る
機
能
が
、
減
価
償
却

に
よ
っ
て
は
た
さ
れ
な
く
て
も
、
他
の
会
計
方
法
あ
る
い
は
会
計
以
外
の
過
程
で
行
わ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
単
純
に
資
木
の
食
い
つ
ぶ

(
必
)

し
が
生
じ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
か
ら
で
あ
る
」
。
こ
の
ば
あ
い
、

と
く
に
資
本
的
支
出
を
修
活
費
と
し
て
汁
上
す
る
こ
と
、

す
な
わ
ち

資
本
的
支
出
を
収
益
的
支
出
に
振
替
え
る
と
い
う
会
計
手
続
が
一
般
化
し
て
い
た
実
態
に
も
と
づ
い
て
償
却
不
足
前
を
批
判
さ
れ
た
。
こ

う
し
た
指
摘
は
大
手
私
鉄
企
業
に
あ
っ
て
も
同
様
に
あ
て
は
ま
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
束
武
鉄
道
の
状
況
を
お
日
表
に
し
め
そ
う
。
第
日

表
に
よ
る
と
、
戦
後
、
経
費
全
体
に
し
め
る
減
価
償
却
費
の
割
合
は
い
ち
じ
る
し
く
低
下
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、

「
物
件
費
お
よ
び
経

費
」
の
割
合
が
激
増
し
て
い
る
。
し
か
し
、
物
件
費
は
修
繕
物
件
費
、
物
口
山
費
等
で
あ
り
、
経
費
は
修
繕
経
費
、
業
務
経
費
、
保
存
経
費

(
H
U
)
 

等
か
ら
な
っ
て
い
る
u

し
た
が
っ
て
一
物
件
費
お
よ
び
経
費
し
は
実
質
的
に
は
大
部
分
修
繕
費
℃
あ
る
と
考
え
て
よ
い
。

つ
ま
り
、
持
費

全
体
に
し
め
ろ
減
価
償
却
費
の
減
少
に
対
応
し
て
、
修
繕
費
の
剖
ふ
口
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
東
武
鉄
道
の
社
史
に
お
い
て

も
、
戦
後
の
い
ち
じ
る
し
い
「
物
件
費
お
よ
び
経
費
」
の
増
加
を
、

(
幻
)
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
「
物
件
費
お
よ
び
経
費
一
は
修
繕
費
と
い
う
収
益
的
支
出
と
い
う
か
た
ち
を
と
り
な
が
ら
も
、
そ

「
戦
後
の
輸
送
復
興
と
施
設
の
補
修
に
重
点
を
置
い
た
結
果
で
あ

す
な
わ
ち
、
太
田
哲
三
教
授
も
主
張
さ
れ
た
よ
う
に
「
戦
災
に
よ
り
破
壊
し
た
設
備
の
復

旧
費
(
こ
れ
を
復
元
貨
と
も
呼
ん
だ
)
ば
殆
ど
全
部
が
修
警
官
、
と
考
人
、
i

つ
れ
た
」
の
で
あ
話
〉
京
武
鉄
道
で
は
、
減
価
償
却
費
と
「
物
件

の
実
質
は
明
ら
か
に
資
本
的
支
出
で
あ
っ
た
。

わ
が
国
私
鉄
企
業
と
減
価
償
却
つ
一
)



わ
が
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)は%)

今日間rl 人件費|動力費 I~躍|習 !P:1その他l合 計

3，2801 17 年 7，004 2，185 3，934 3，4541 19，859 
(35.3) (11.0) (19.8) (16.5)i (17.4)1 (100.0) 

21 60，370 8，641 100，097 7，9461 187，8351 
(32.2)1 (4.6) (53.3) (5.7) (4.2)1 (100.0) 

25 1，332，999 312，174 1，022.228 161， 5671 3.098.371 
(43.0) (10.1) (33.0) (8.7) (5.3)1 (100.0)1 

27 2，606.923 552.353 1，347，651 820.985 160，37515，050，9411 
(51.6) (10.9) (26.7) (7.6) (4.4) (100.0) 

31 3，257，688 692，382 1， 741，221 998，211 611，728 7，301，233 
(44.6) (9.5) (23.9) (13.7) (8.3) (100.0) 

東武鉄道の経費の推移

(単位:千円， ( 

第15表

(1) 物件費は修繕物件費，物品費等であり，経費は修繕経費，業務経費，

保修費等である。

(2) ~東武鉄道六十五年史~ 578"'579ページより作表。

注

費
お
よ
び
経
費
」
の
経
費
全
体
に
し
め
る
割
合
は
、
戦
後
増
加
し
て
お
り
昭

和
二
一
午
度
に
は
五
九
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
み
て

く
る
と
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
減
価
償
却
不
足
は
、

と
く
に
私
鉄
企

業
で
は
従
来
か
ら
の
取
替
え
の
方
法
に
よ
る
償
却
手
続
と
も
関
連
し
て
、
修

繕
費
の
計
上
に
よ
る
資
本
的
支
出
の
収
益
的
支
出
へ
の
振
脊
に
よ
っ
て
実
質

的
に
は
生
じ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
状
、
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
周
知
の
資
産
再
評
価
が
実
坊
さ
れ

た
。
そ
れ
が
も
っ
て
い
る
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、

ま
ず
そ
の
実
施
状

況
を
検
討
し
よ
う
。

東
京
急
行
電
鉄
の
状
況
を
み
る
と
、
東
急
で
は
二
回
に
わ
た
っ
て
資
産
再

評
価
を
実
施
し
た
。
最
初
は
嗣
和
二
四
年
六
月
一
日
を
評
価
期
日
と
し
て
、

鉄
道
軌
菜
、
パ
ス
業
お
よ
び
そ
の
他
の
固
定
資
産
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
平
均
六

-
四
倍
の
率
で
評
価
替
を
お
こ
な
っ
た
。

埼
同
問
哨
首
魁

自
前
∞
宏
司
一
占

帯

磁

酋

艶

問、開
S
H
U
H
2

羽
哨
曾
帥
甜

N
H
蹄
弓
ω出
羽

再
評
価
差
額
よ
り
六
パ
ー
セ
ン
ト
の
再
評
価
税
納
付
額
を
控
除
し
た
二

O



億
λ
、
九
一
九
万
円
を
昭
和
二
五
年
上
期
に
再
評
価
積
立
金
と
し
て
計
上
し
、
昭
和
二
七
年
二
月
に
こ
の
再
評
価
積
立
金
の
う
ち
三
億
円

を
資
本
金
に
組
入
れ
、
普
通
株
六

O
O万
株
を
株
主
に
無
償
交
付
し
た
。

二
回
目
は
昭
和
二
八
年
六
月
一
日
を
再
評
価
期
日
と
し
て
倍
率
一
・
六
倍
で
評
価
替
を
お
と
な
い
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
た
。

路
間
羽
割
、
首
盛

ωω
蹄
m
-
U
H
m
U
州
司

意

識

首

魁

同
也
綜
?
叩
3
N
H
Z

羽
哨
首
榊
盟

民
間

ωω
∞
同
羽

再
評
価
税
納
付
後
の
一
二
億
二
、
五
一
八
万
円
を
昭
和
二
八
年
上
期
に
再
評
価
積
立
金
と
し
て
計
上
し
、
再
評
価
積
立
金
合
計
額
は
二

九
億
四
、
四
六
六
万
円
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
昭
和
三
六
年
一

O
月
に
再
評
価
積
立
金
の
う
ち
二
億
二
、
五

O
O万
円
を
資
本
金
に
組
入

れ
、
普
通
株
式
四
、
五

C
C株
を
一
株
に
つ
き
有
償
四
五
円
、
無
償
五
円
で
交
付
し
た
。

こ
の
間
の
状
況
を
、
昭
和
一
九
年
度
か
ら
三

0
年
度
に
わ
た
る
損
益
計
算
書
と
貸
借
対
照
表
を
第
日
表
お
よ
び
第
げ
表
に
し
め
し
、

あ

と
づ
け
よ
う
。
第
四
表
に
よ
っ
て
営
業
費
に
し
め
る
償
却
費
の
割
合
を
み
る
と
、
資
産
再
評
価
前
の
昭
和
二
一
年
か
ら
ニ
コ
一
年
で
は
一
パ

1
セ
ン
ト
あ
ま
り
で
あ
っ
た
が
、
資
産
再
評
価
後
に
は
一

O
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
に
も
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
資
産
再
評
価
は
収
支
計

算
に
お
い
て
減
価
償
却
費
を
一

C
倍
あ
ま
り
に
拡
大
す
る
効
果
を
も
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
減
価
償
却
費
の
拡
大
は
戦
後
の
大
手
私
鉄
の

営
業
収
入
の
拡
大
に
よ
っ
て
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
東
急
で
は
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
根
拠
と
す
る
た
び
か
さ
な
る

旅
客
運
賃
の
値
よ
げ
に
よ
っ
て
、
た
と
え
ば
鉄
道
の
基
本
料
金
は
昭
和
二
一
年
に
七
五
銭
で
あ
っ
た
も
の
が
昭
和
二
八
年
に
は
ニ
・
一
五

円
に
も
な
い
W
こ
れ
に
よ
っ
て
第
四
表
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
営
業
収
入
が
大
幅
に
増
大
し
て
き
た
。
と
う
し
た
状
況
の
も
と
で
資
産
再
評

価
に
よ
る
減
価
償
却
費
の
拡
大
が
実
施
さ
れ
た
。

わ
が
国
私
鉄
企
業
と
減
価
償
却
(
二
)
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算

(単位 100万円〉

|年度l営業[営護者l営業lii望11f1'kP>I' I支長|その他|叫昭和収入内(償却)利益 償却金利 の費用利益

19 30 1 7 3 27 

20 

21 175 163 13 2 8 15 ム118

22 479 431 47 5 22 9 11 

23 815 741 74 8 37 1 27 

24 刊日 183 23 106 32 2 66 

25 1， 612 i 1， 352 259 62 106 1 83 131 

26 1，553 I 1，317 235 224 116 12 330 

27 2，065 I 1，814 250 78 23 352 
(151) 

28 2，463! 2，030 432 160 37 630 
|(240〉|

29 450 158 68 

62
1 

539 
(265) 

30 im7lM2  569 539 475 571 
I (326) 

計益損。コ急東第16表

(1) 昭和26年度上り統計では科目の表示が異っているが調整した。また

脳和20年度については戦災による資料喪失によって統計が存しなし、。

(2) ~鉄道統計年報~ (日本国有鉄道経理局，運輸省鉄道総局総務局)， 

『地方鉄道軌道統計年報~ (運輸省鉄道監督局)， ~私鉄統計年報~ (運

輸省鉄道監督局〉の各年度版より作表。

注

四

さ
ら
に
資
産
再
評
価
の
実
施
は
再
評

価
積
立
金
の
設
定
と
そ
の
資
本
組
入
れ

の
過
程
で
も
あ
っ
た
。
第
汀
表
の
東
急

の
貸
借
対
照
表
に
よ
る
と
、
再
評
価
積

立
金
の
乱
限
定
に
よ
っ
て
資
本
剰
余
金
が

い
ち
じ
る
し
く
増
加
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
資
本
組
入
れ
に
よ
る
資
本
金
の
増

加
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
再
評

価
積
立
金
の
資
本
組
入
れ
は
、
す
で
に

指
摘
し
た
よ
う
に
株
式
の
無
償
お
よ
び

有
償
の
交
付
で
あ
っ
て
、
周
知
の
株
式

プ
!
ム
め
さ
そ
い
水
と
な
っ
て
企
業
の

資
本
調
達
を
容
易
に
し
、
独
占
的
な
企

業
の
資
本
集
中
を
促
進
し
た
。

大
手
私
鉄
企
業
の
資
産
再
評
価
の
状

況
を
検
討
す
る
た
め
、
東
急
の
実
態
に

く
わ
え
て
東
武
鉄
道
お
よ
び
近
畿
日
本



鉄
道
の
状
況
に
つ
い
て
も
補
足
的
に
検
討
し
て
お
こ
う
。
東
武
鉄
道
で
は
第
一
次
お
よ
び
第
三
次
の
二
回
に
わ
た
っ
て
よ
り
大
規
模
に
資

産
再
評
価
が
実
施
さ
れ
た
。
第
一
次
で
ほ
昭
和
二
五
年
一
月
一
日
を
基
準
日
と
し
て
、
第
四
表
の
よ
う
に
再
評
価
直
前
の
帳
簿
価
格
三
億

六
、
四
七

O
万
円
は
三
囚
億
七
、

一二

C
万
円
と
な
り
、
実
に
再
評
価
直
前
の
九
・
五
倍
と
な
っ
た
。
ま
た
、
第
三
次
で
は
昭
和
-
一
八
年

一
月
一
日
を
再
評
価
期
準
日
と
し
て
法
定
限
度
額
の
一

O
Oパ
ー
セ
ン
ト
の
評
価
を
実
施
し
、
再
評
価
直
前
の
帳
簿
価
額
三
六
億
五
、
九

0
0万
円
は
六
二
億
七
、
五
八

O
万
円
と
一
・
七
倍
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
二
回
の
再
評
価
に
よ
っ
て
帳
簿
価
額
は
一
六
・
二
倍
に
も

な
っ
た
。
こ
う
し
た
資
産
再
評
価
の
実
施
は
、
す
で
に
東
急
電
鉄
で
み
た
よ
う
に
減
価
償
却
費
を
増
大
さ
せ
る
と
と
も
に
、
再
評
価
積
立

金
の
資
本
組
入
れ
に
よ
る
株
式
交
付
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
東
武
扶
道
で
は
昭
和
二
一
年
度
か
ら
二
四
年
度
の
平
均
で
償
却
金
の
営
業

費
に
し
め
る
割
合
は

0
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
が
、
第
一
次
資
産
再
評
価
後
の
昭
和
一
一
五
年
度
ま
た
第
三
次
資
産
再
評
価
後
の
昭
和

(
日
明
)

二
人
年
度
に
は
λ
パ
ー
セ
ン
ト
あ
ま
り
に
も
増
加
し
た
。

さ
ら
に
、
第
一
次
、
第
三
次
の
再
評
価
の
結
果
、
再
評
価
積
立
金
は
五
六
億
六
、

四
二
九
万
円
(
昭
和
二
九
年
三
月
三
二
日
現
在
)
と

な
っ
た
が
、
昭
和
三
一
年
、
三
六
年
、
一
二
七
年
に
は
、
各
増
資
の
さ
い
に
再
評
価
積
立
金
の
一
部
、
二
億
四
、

0
0
0万
円
、
二
億
八
、

入
O
O万
円
、
二
億
四
、

0
0
0万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
資
本
金
に
組
入
れ
、

な
っ
た
。

一
株
に
つ
き
一
五
円
、

一一

O
円
、
五
円
の
無
償
交
付
を
お
こ

ま
た
、
近
畿
日
本
鉄
道
で
は
、
昭
和
「
二
六
年
下
期
と
二
九
年
上
期
に
資
産
再
評
価
を
実
施
し
て
、
合
計
八
七
億
三
、
四

O
O余
万
円

を
再
評
価
積
立
金
と
し
、
こ
の
間
、
二
八
年
入
月
に
は
、
前
記
再
評
価
積
立
金
の
一
部
五
億
二
、

0
0
0万
円
を
資
本
に
組
み
入
れ
る
と

実
施
し
て
、

と
も
に
、
同
額
の
有
償
増
資
を
行
な
っ
て
資
本
金
は
二
三
億
四
、

0
0
0万
円
と
な
り
、
ま
た
、
三
一
年
一
二
月
に
は
有
償
半
額
増
資
宏

資
本
金
は
三
五
億
一
、

C
C
C万
円
と
な
っ
た
L

。
近
鉄
で
は
二
回
に
わ
た
る
資
崖
再
評
価
を
実
施
し
て
約
八
七
億
円
を
資

わ
が
国
私
鉄
企
業
と
減
価
償
却
つ
一
)

五



借対照表

(単位 100万円〉

その他岡本剖首長制定調投 資|その他|資産合計
53 410 109 49 9 243 410 

229 613 157 54 9 393 613 

301 870 218 91 9 552 870 

491 1，162 163 87 15 897 1，162 

392 1，226 215 184 4 823 1，226 

1，034 4，297 1，866 1，176 33 1，202 4，297 

315 4，289 1，796 1，090 709 694 4，289 

355 4，962 1，923 1，197 954 888 4，962 

816 7，853 3，080 1，887 1，520 1，366 7，853 

1，240 10，163 3，205 2，960 2，346 1，652 10，163 

1，282 13.342 3，425 5，102 3，207 1，608 13，342 

ーノ』、

わ
が
国
私
鉄
企
業
主
減
価
償
却
r、
、J



貸

セ昭和字|資本金l事余雲目安ZFi社 債(借入金|裂皇室
19 224 35 64 26 

20 

21 224 15 110 6 29 

22 224 24 150 170 1 

23 400 35 147 85 4 

24 400 63 276 80 15 

25 400 2，073 285 483 21 1 

26 900 1，714 257 469 595 39 

27 900 1，675 293 594 693 452 

28 900 2，944 364 666 1.481 682 

29 1，500 2，950 540 710 2，383 840 

30 1，500 2，949 709 793 5，060 1，049 

の急東第17表

わ
が
国
私
鉄
企
業
と
減
価
償
却
(
二
)

た
め
に
資
産
再
評
価
は
近
代
会
計
学
の
も
と
で
の
減
価

償
却
導
入
の
不
可
欠
な
前
提
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

第
二
に
は
、
再
評
価
積
立
金
の
資
本
組
入
れ
に
よ
る

株
式
ブ

l
ム
の
創
出
に
よ
っ
て
、
企
業
資
本
調
達
を
容

日
勿
に
す
る
と
い
う
条
件
を
つ
く
り
だ
す
と
い
う
役
割
を

担
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
資
産
再
評
価
を
テ
コ
と
し
な
が
ら
導

入
き
れ
た
戦
後
の
減
価
償
却
は
、

そ
の
後
ど
の
よ
う
に

展
開
さ
れ
て
き
た
か
を
つ
ぎ
に
検
討
し
よ
う
。

竹

減
価
償
却
の
実
態

戦
後
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
も
と
で
資
産
再
評
価

第四表に同じ。

を
テ
コ
と
し
な
が
ら
近
代
会
計
学
が
導
入
さ
れ
た
。
こ

う
し
た
状
況
の
な
か
で
大
手
私
鉄
企
業
の
減
価
償
却
は

ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。

」
の
ば
あ
い
と
く
に
昭
和
一
一
二
年
以
降
の
状
況
に
つ
い

注

て
検
討
す
る
。

七



第18表東武鉄道の資産再評価 (単位千円〕

第 1次資産再評価 (再評何日昭昭25年4月1日)
再評価基準日 昭和25年 1月l日 、;

3
L
h
z
E
;
E
H
A
P
-
]

才
カ
匡
事
露
五
議
と
』
調
和
信
自

一
価
額
一

一
評
一

一
一
丹
差
一

一
価
率
一

一
評
↑

↑
再
倍
一

一
直
簿
一

面
帳
一

詳
の
格
一

一
再
前
価
一

一
価
額
一

…
評
施
一

一
再
実
一

一
価
額
一

一
評
度
一

一
再
限
一

資 産 5.lU 

建

構

物 746，5311 549，4891 

物|:iij1:::;j築

F「
υ
η
'
a
n
n
v

噌

tゐ

Fnu

q

u

o

o

η

L

n

3

C

U

 

A
“1
1

i

η

、u
c

u

o

。

，

，

，

，

，

 

ウ

i

n

U

八
リ

aaτ

寸

i

p

n

u

n

B

A

A

白

uーム

364，768 

8.121 481， 793 

20.061 1， 718，977 

4.071 1叫 7

5.671 769，2071 ;:: 

7.781 12，6621 c 

943，1山
注 土地および陳腐線i土再評価しない。

一般償却資産は限度額の7掛とした。

自動車部門は建物および構築物につき限度額の7掛とし，他は再評価しない。

第 3次資産再評価 (再評価日昭和2向。月 1引
再評価基準日 昭和28年1月1日/

資 産 別 i再評価|再評価|需品喜|再評価(再評鯉
|限度額|実施額 1価格 |倍 率(差 額

建 築 996，42日 996，42引 523，6671 1.9引 472，758

構築物 13，456，4661 3，456，4661 1，816，3701 1.901 1，640，096 

機械装置 1 229，1閥 229，叫 168，2吋 1.361 札 862

卒 雨:1， 567 ，2021 1， 567 ，20到し134，0011 1.3創 433，200

工具，器具，備品 14，80以 14，8001 9，4641 1.5削 5，335 

無形減価償却資産 11，8071 山 O引 7，2101 1. 641 州 6

計 l 6ω6.27幻一7

注 (1) 再評価額は限度額に対して1ωO∞09銘ぢてで咽ある。
土地については再評価しなL、。ただし土地の帳簿価は38，122千円，

その再評価限度額は 2，096，284千円である。

(2) [j'東武鉄道六十五年史~ 569"""570ページより引用。



第19表大手私鉄の損益状況

わ
が
国
私
鉄
企
業
と
減
価
償
却

(単位100万円〉

l 鉄軌道 i固定資産 I~rr. =I;m rnl鉄軌道!
zzlp収|腎義|逗閥|運輸|その他団J1ZR龍業|

|繕費) 1 1 ，，，，:rrn: 1 

31 I 49.67~ 13叫 15J i九1045，mlι43414何
I 51，内山内 20.158 7，判 5.引札内川幻;

~~ ~~'~~~I ~~'~~~i 山!|川l ふ2711M7i5 ， 831

;:1177ji:;;(1239川i:117i:::li:;j
!( 8.品8)!

38l5:i〔j;!;;jl:::;;;l:;:::l::::::::::::i::;:;11:;;:!

1 "Hl H~ J(1~~2~~引 (||!|1
I( 9，413到

40 1 122.184¥ 24.7961 19.5331 18.673] 21，918! 18.1831 103.1081 19，076 
IC 8.846到 i

41 1151，7031 30，6631 21，9441 22，3591 25，7651 20.163: 120，8981 30.804 
1(11.368)1 1 

42 1 161， 324! 31， 90引 24.048! 24，9381 28.0041 22.2891131，1861 30.155 
!(10.939)1 

43 1 169.75~ 33，73到 26，4101 27，012! 30，7081 25，680: 143，5471 26，2071 
1(11，331)1 1 

1181，118' 38，8221 29.2151 31，031! 33，4401 29.268: 161，7831 19.33町
1(12，429)1 1 

45 1 210，9681 44，7101 32，5531 36.1371 39，1771 34，3221 186，9031 24.065 
1(14，054)1 1 

46 1 242，77日 47，36引 35，409] 39，622' 44.6471 38，1191205.1631 37，612 
1(14，917)1 

47 1254，14到 52，37引 39，2061 43，9901 50，3001 40，9611 226，8341 27，314 
1(16.784)1 

48 1 265.9131 58，633' 46.1341 52，3371 55.9131 44.089] 257.1121 8，802 
1(18，750)1 1 

4ω9 I 勾323，臼吋1九乍u(αd2」よ;計!為詰詔4d必;Z;河?す! 川「 川「 川「 ω8刊61仇吋 "6，引6ι口，5印O
注 ( 1) 昭革和日3犯6年皮以前では会計表示が異なるが，その後の表示に統一した。

(2) W私鉄統計年報~ (運輸省鉄道監督局〉の各年度版より作表。

(
一
一
)

九



わ
が
国
私
鉄
企
業
と
減
価
償
却
(
二
〉

第
四
表
に
、
大
手
取
に
お
け
る
鉄
軌
道
渓
の
損
益
の
状
況
を
し
め
す
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
大
手
私
鉄
で
は
鉄
軌
道
業
主
業
収
益
の

四
0 

い
ち
じ
る
し
い
増
加
に
と
も
な
い
営
業
費
用
も
増
大
し
て
き
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
と
く
に
近
年
(
昭
和
四
九
、
五

0
年
度
)
で
は
費

用
の
増
大
に
よ
っ
て
営
業
損
益
は
減
少
し
て
い
る
。
こ
の
私
鉄
企
業
の
収
益
性
の
低
下
の
実
質
に
つ
い
て
は
の
ち
に
検
討
す
る
こ
と
と
し

て
、
こ
こ
で
は
全
般
的
に
営
業
収
益
と
営
業
費
吊
の
お
お
ま
か
な
関
連
に
つ
い
て
み
て
お
こ
う
。
第
刊
表
に
よ
る
と
、
大
手
私
鉄
の
営
業

収
益
と
営
築
費
用
は
ほ
ぼ
対
応
し
て
急
速
に
増
加
し
て
き
て
お
り
、
な
か
で
も
昭
和
四

0
年
代
に
は
い
ち
じ
る
し
〈
増
加
し
て
き
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
と
こ
ろ
で
、
昭
和
四

0
年
代
の
平
均
的
な
年
度
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
昭
和
四
五
年
度
を
例
に
と
っ
て
費
用
の
内
訳
を

み
る
と
、
固
定
資
産
保
存
費
三
一
一
パ
ー
セ
ン
ト
(
う
ち
修
繕
費
七
パ
ー
セ
ン
ト
〉
、

運
転
費
一
七
パ
ー
セ
ン
ト
、

運
輸
費
一
九
パ

i
ゼ
ン

ト
、
減
価
償
却
費
一
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
そ
の
他
一
二
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
昭
和
三
六
年
度
の
状
況
を
み
る

と
、
固
定
資
産
保
存
費
一
一
七
パ
ー
セ
ン
ト
(
う
ち
修
犠
費
一
一
パ
ー
セ
ン
ト
)
、

運
転
費
一
八
パ
ー
セ
ン
ト
、

運
輸
費
一
七
パ

l
セ
ン

ト
、
減
価
償
却
費
一
四
パ
ー
セ
ン
ト
、

そ
の
他
ニ
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
固
定
資
産
の
維
持
、
償
却
に
直
接
か
か
わ
る
費

用
が
、
営
業
費
用
全
体
の
な
か
ば
ち
か
〈
(
昭
和
三
六
、
四
五
年
と
も
に
四
一
パ
ー
セ
ン
ト
)
も
し
め
て
お
り
、
大
手
私
鉄
に
と
っ
て
設

備
資
産
に
つ
い
て
の
経
営
政
策
が
重
容
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
か
で
も
固
定
資
産
会
計
に
と
っ
て
重
要
な
問
題
で
あ

る
減
価
償
却
費
と
修
繕
費
は
合
計
で
、
昭
和
三
六
年
度
ち
ょ
び
四
五
年
度
と
も
に
全
費
用
の
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
遣
し
て
い
る
。
と
く

に
減
価
償
却
費
に
つ
い
て
み
る
と
、
修
繕
費
の
減
少
に
対
応
し
て
い
ち
じ
る
し
く
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

と
こ
ろ
で
、
修
繕
費
に
つ
い
て
は
の
ち
に
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
、
ま
ず
大
手
私
鉄
の
減
価
償
却
の
動
向
を
固
定
資
産
額
お
よ
び
総
費

用
と
の
関
連
で
第
却
表
に
よ
っ
て
み
て
衿
こ
う
。

第
加
表
に
よ
る
と
、
第
四
表
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
よ
う
に
と
く
に
昭
和
四

0
年
代
の
営
業
収
益
の
急
速
な
上
昇
に
と
も
な
っ
て



(単位100万円〕

年(昭和度rl鉄国軌FLA道資〕業産I 総(費B)用I 減償(却C)価費I 償実 施M却率 l||l | | | | 

31 77，825 45，434 5，288 94 6.7 11.6 

32 82，183 46，176 5，593 99 6.8 12.1 

33 90，967 48，687 6，271 6.8 12.8 

34 104，135 54，940 7，255 6.9 13.2 

35 112，462 60，863 8，454 102 7.5 13.8 

36 123，614 70，135 10，330 101 8.3 14.6 

37 137，453 79，111 11，646 100 8.4 14.6 

38 170，181 88，410 13，350 99 7.8 15.0 

39 195，414 97，762 16，960 100 8.6 17.2 

40 211，933 103，108 18，183 100 8.5 17.5 

41 243，479 120，898 20，163 100 8.2 16.7 

42 280，316 131， 186 22，289 97 7.9 16.9 

43 324，915 143，547 25，680 101 7.8 17.9 

44 402，144 161，783 29，268 100 7.2 18.1 

45 442，719 186，903 34，322 100 7.7 18.4 

46 488，147 205，163 38，119 100 7.8 18.5 

47 521，388 226，834 40，961 100 7.8 18.0 

48 560，104 257，112 44，089 100 7.8 17.1 

49 617，866 330，130 43，886 100 7.1 13.2 

大手私鉄の減価償却第20表

わ
が
国
私
鉄
企
業
と
減
価
償
却
つ
一
)

営
業
費
用
の
な
か
で

も
減
価
償
却
費
が
増

大
し
て
き
で
い
る

が
司
こ
の
間
の
情
況

が
よ
り
明
確
に
認
識

で
き
る
。
昭
和
四

O

年
代
に
は
営
業
収
益

『私鉄統計年報』の各年度版より作表。

の
増
大
に
対
応
し
て

減
価
償
却
費
は
総
営

業
費
用
の
一
七

1
一

八
パ
ー
セ
ン
ト
に
も

達
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
減
価

償
却
範
囲
額
に
対
す

る
実
施
額
の
割
合
で

あ
る
償
却
実
施
率
は

注

ほ
ぼ
一

O
Oパ
l
セ

四



わ
が
国
私
鉄
企
業
と
減
価
償
却
つ
一
)

四

ン
ト
と
な
っ
て
お
り
、
償
却
費
の
増
大
は
固
定
資
産
の
増
大
に
よ
っ
て
償
却
範
囲
額
が
増
大
し
て
き
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
鉄

道
菜
の
固
定
資
産
は
輸
送
力
の
増
強
計
画
の
遂
行
に
対
応
し
て
昭
和
三
六
年
頃
よ
り
急
速
に
増
大
し
て
き
て
い
る
。
ま
た
、

の
ち
に
指
摘

す
る
よ
う
に
わ
が
国
税
法
の
も
と
で
の
短
期
償
却
計
算
の
結
果
、
固
定
資
産
に
対
す
る
償
却
費
の
割
合
を
大
き
く
し
て
き
で
い
る
。
す
な

わ
ち
、
大
手
私
鉄
の
減
価
償
却
の
動
向
を
全
般
的
に
み
る
と
、
輸
送
力
増
強
計
画
の
も
と
で
の
固
定
資
産
の
増
大
に
対
応
し
て
償
却
費
が

増
加
し
、
こ
れ
が
営
業
費
用
を
増
大
さ
せ
る
要
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
な
大
手
私
鉄
の
減
価
償
却
の
状
況
を
、
も
う
少

し
詳
し
く
東
京
急
行
の
実
態
に
つ
い
て
指
摘
し
て
お
こ
う
。

東
京
急
行
で
は
、
有
形
固
定
資
産
に
つ
い
て
は
定
率
法
に
よ
っ
て
償
却
計
算
を
お
こ
な
い
、

一
部
の
構
築
物
に
つ
い
て
は
す
で
に
指
摘

し
た
よ
う
に
取
替
法
を
採
用
し
て
取
得
価
額
の
五

O
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
す
る
ま
で
は
定
率
法
に
よ
る
償
却
計
算
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
取

替
法
を
採
用
す
る
構
築
物
の
額
は
、

た
と
え
ば
昭
和
五

O
年
三
月
決
算
の
鉄
道
業
で
は
所
有
有
形
固
定
資
産
の
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
る
二

八
億
円
あ
ま
り
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
取
替
法
の
機
能
に
つ
い
て
は
の
ち
に
検
討
す
る
。

こ
う
し
た
減
価
償
却
計
算
に
も
と
づ
く
東
京
急
行
の
鉄
道
業
に
か
か
わ
る
償
却
状
況
を
第
幻
表
に
し
め
す
。
こ
れ
に
よ
る
と
輸
送
力
増

強
計
画
の
も
と
で
固
定
資
産
が
急
速
に
増
加
し
て
い
る
状
況
が
わ
か
る
。

す
な
わ
ち
、
昭
和
三
七
年
以
降
一
二
年
あ
ま
り
の
間
に
五
倍
あ

ま
り
に
も
増
加
し
た
。
こ
の
固
定
資
産
(
取
得
価
額
)
の
増
加
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

の
ち
に
指
摘
す
る
多
額
な
減
価
償
却
費
の
計
上
に
よ

っ
て
、
償
却
累
計
額
を
増
大
さ
せ
て
き
た
。
東
急
で
は
急
速
な
設
備
投
資
に
よ
る
固
定
資
産
の
増
大
に
も
か
か
わ
ら
ず
昭
和
四
五
年
以
降

償
却
累
計
率
は
四

O
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
に
も
達
し
、
昭
和
五

O
年
三
月
決
算
で
は
四
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
な
っ
て
い
る
。
以
上
の
減
価
償

却
費
の
計
上
は
、
東
急
に
お
い
て
も
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
税
法
の
規
準
に
も
と
づ
く
償
却
範
囲
額
の
一

O
Oパ
ー
セ
ン
ト
を
償
却
費

と
し
て
計
上
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、

た
と
え
ば
昭
和
五

O
年
三
一
月
期
で
は
固
定
資
産
の
取
得
価
額
の
う
ち
そ



東急鉄道業の償却状況

一得慨|費計量lv
第21表

決算期

37年9月 8，994 3，114 34.6 

38 3 9，122 3，398 37.3 

9 9，657 3，680 38.1 

39 3 10，791 3，814 35.3 

9 12，442 4，216 33.9 

40 3 13，334 4，624 34.7 

9 13，840 5，087 36.8 

41 3 14，519 5，534 38.1 

9 20，876 6，126 

42 3 22，811 6，740 29.5 

9 23，616 7，414 31.4 

43 3 24，401 8，100 33.1 

9 25，525 8，769 34.3 

44 3 27，070 9，729 36.0 

9 27，602 10，463 37.6 

45 3 28，392 11，171 39.2 

9 29，689 11，962 40.2 

46 3 31，170 12，694 40.5 

9 33，151 13，552 40.7 

47 3 34，328 14，406 41.9 

9 36，224 15，373 42.2 

48 3 39，372 16，363 41.4 

9 40，356 17，442 43.1 

49 3 42，683 18，543 43.4 

9 44，007 19，739 44.7 

50 3 44，988 20，832 46.3 1 

門

u
zιnse 
昭

(1) 取得価額は，東急、の鉄道業にかかわる有

形償却資産についての値である。

(2) ~有価証券報告書』より作表。

注

の
四
六
パ
ー
セ
ン
ト
が
償
却
ず
み
で
あ
る
と
い
う
計
算
は
、
税
法
の
減
価
償
却
規
定
に
よ
る
計
算
な
の
で
あ
る
。

の
償
却
計
算
と
実
際
の
間
中
止
資
産
の
状
泌
と
の
関
連
き
明
ら
か
に
し
よ
う
。

そ
こ
で
、

つ
ぎ
に
税
法

東
京
急
行
の
固
定
資
産
の
状
況
を
把
握
す
る
手
が
か
り
と
し
て
、
電
動
客
車
の
構
成
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
第
幻
表
ぽ
昭
和
四
八
年

二
月
一
日
現
在
の
電
動
客
車
の
構
成
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
税
法
に
よ
る
電
車
の
耐
用
年
数
は
二
二
年
と
規
定

き
れ
て
お
り
、
第
辺
去
の
電
動
客
車
の
耐
周
年
款
は
税
法
で
は
一
三
年
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
幻
表
に
よ
る
と
昭
和
三
四
年
以
前
に
製

(
叩
叫
〉

造
さ
れ
た
車
両
は
耐
用
年
数
を
経
過
し
て
お
り
、
償
却
計
算
の
う
え
で
は
す
で
に
償
却
ず
み
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
東
急
で
は
、

わ
が
国
私
鉄
企
業
と
減
価
償
却
(
二
〉

同



第22表東急電動客車の構成

昭和48年2月1日現在

形 式同列車問刷|キ座席入手|製品月|

デハ 330O I 9 半銅製 mω 山

デハ 3400 5 11 130 (40，，-，44) 昭和 3

デハ 3450 50 半銅製・全鋼製 130 (44"-'50) 昭和11"'16

デハ 3500 22 11 130 (44) 昭和14(一部昭和34)

デハ 3550 3， 1 11 130 (52) 昭和28・29・34・39

デハ 3600 9， 4 11 130 (40~50) 昭和24~27 39"-'41 

デハ 3650 6 半 鋼 製 130 (44) 昭和17

デハ 3700 15 11 130 (52) 昭和23

デハ 3800 2 11 130 (52) 昭和28

デハ 5000 55 メゴ九二 鋼 製 140 (58) 昭和29"'34

デハ 5100 20 11 150 (64) 昭和32"-'34

デハ 5200 2 11 130 (54) 昭和33

デハ 5210 1 11 140 (60) 昭和34

デハ 6000 8 11 130 (54) 昭和35"'36

デハ 6100 8 11 140 (64) 昭和35"'36

デハ 6200 2 11 130 (54) 昭和35

デハ 6300 2 11 140 (64) 昭和35

デハ 7000 62 11 140 (52) 昭和37"'41

デハ 7100 70 11 150 (60) 昭和37"-'41

デハ 7200 23 11 140 (48) 日百手百42

デハ 7300 3 11 150 (56) 昭和44"'47

デハ 7400 4 11 150 (56) 昭和44"-'47

デハ 8100 42 11 170 (64) 昭和44""

デハ 8200 21 11 170 (64) 昭和44'"

注 『東京急、行電鉄50年史.111083""1085ページより作表。

わ
が
国
私
鉄
企
業
と
減
価
償
却
f、、

'-" 

四
四



合
計
四
四
九
両
の
所
有
電
動
客
車
の
う
ち
そ
の
四
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
一
九
九
両
が
す
で
に
耐
周
年
数
を
経
過
し
て
お
り
、
償
却
ず

み
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
実
態
は
、

わ
が
国
税
法
の
耐
用
年
数
が
い
ち
じ
る
し
く
短
い
も
の
で
あ
り
、
企
業
が
実
際
に
固
定
資
産

を
使
用
す
る
期
間
と
は
い
ち
じ
る
し
く
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
。
い
い
か
え
る
と
、
企
業
の
減
価
償
却
計
算
ほ
短
い
耐
用

年
訟
で
計
算
さ
れ
て
お
り
、
固
定
資
産
の
償
却
累
計
額
は
過
大
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
東
急
は
税
法
の
減

価
償
却
計
算
に
よ
っ
て
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
昭
和
五

O
年
一
二
凡
決
算
で
は
四
六
パ
ー
セ
ン
ト
を
償
却
ず
み
と
し
て
い
た
。
し
か
し

実
践
の
固
定
資
産
の
状
況
を
み
る
と
、
こ
の
額
は
過
大
な
も
の
で
あ
り
、
同
時
に
各
年
度
の
償
却
費
も
過
大
な
も
の
で
あ
る
。

す
な
わ

ち
、
大
手
私
鉄
企
菜
で
は
、
大
幅
な
設
備
投
資
に
よ
っ
て
償
却
費
が
増
大
し
営
業
利
益
を
小
さ
く
表
示
し
て
い
る
が
、
実
質
的
な
減
価
償

却
費
は
よ
り
小
さ
く
、
営
業
利
益
も
公
表
ほ
ど
小
さ
い
も
の
で
は
な
い
。

定二)

取

悲
四

去

私
鉄
企
業
の
減
価
償
却
で
は
、

す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
法
人
税
法
に
お
い
て
一
定
の
取
替
資
産
に
つ
い
て
取
替
法
に
よ
る
償
却
計
算

を
認
め
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
取
替
法
に
よ
る
償
却
計
算
に
つ
い
て
東
京
急
行
の
状
況
を
中
心
に
検
討
し
よ
う
。

京
京
急
行
で
は
、
第
幻
表
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
鉄
道
楽
の
有
形
固
定
資
産
の
う
ち
ほ
ぼ
六
パ
ー
セ
ン
ト
の
額
を
取
替
法
に
よ
っ
て
償
却

計
算
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
と
の
取
替
法
を
採
用
す
る
固
定
資
産
は
軌
条
、
枕
木
、
分
岐
器
な
ど
で
あ
る
が
、

た
と
え
ば
枕
木
に
つ
い
て

各
年
度
の
敷
設
数
と
更
換
の
状
況
を
み
て
み
よ
う
。

第

μ
表
は
私
鉄
全
体
と
東
京
急
行
の
杭
木
の
敷
設
数
と
更
換
数
の
状
況
を
し
め
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
私
鉄
全
体
で
は

枕
木
の
敷
設
数
に
特
に
大
き
な
増
減
は
み
ら
れ
な
い
が
、
東
急
で
は
昭
和
一
一
一

O
年
よ
り
四
四
年
の
問
に
一
・
四
倍
あ
ま
り
増
加
し
て
い

わ
が
国
私
鉄
企
業
と
減
価
償
却
(
二
)

四
五



わ
が
国
私
鉄
企
業
と
減
価
償
却
(
二
)

東急鉄道業の取替賃産

〈単位100万円〉

決算期 1 5 ( 率A)引也I 聴CB資〉産 ll| B /M A 

昭和46年 9月 33，151 2，132 6.4 

47 3 34，328 2，055 5.9 

9 36，224 2，173 5.9 

48 3 39，372 2，443 6.2 

9 2，581 6.4 

49 3 42，683 2，985 6.9 

9 44，007 2，893 6.5 

50 3 44，988 2，850 6.3 

四
六

る
。
き
ら
に
、
更
換
数
に
つ
い
て
み
る
と
、
私
鉄
全
体
で
は
平
均
で
敷
設

数
の
ほ
ぼ

λ
パ
ー
セ
ン
ト
あ
ま
り
を
更
換
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
東
急

で
は
毎
年
度
、
平
均
一

C
パ
ー
セ
ン
ト
あ
ま
り
を
更
換
し
て
い
る
。
こ
の

注『有価証券報告書』より作表。

毎
年
一

O
パ
ー
セ
ン
ト
の
史
換
は
、
残
存
価
額
を
無
視
し
て
考
え
る
な
ら

第23表

ば
一

O
年
の
平
均
的
な
耐
用
年
数
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ

る
。
同
じ
よ
う
に
考
え
る
と
、
私
鉄
全
休
で
は
平
均

一
三
年
の
耐

周
年
数
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
出
木
(
木
製
の
も
の
)
の
拍
法
の
耐
用
年

数
人
年
は
、
や
は
り
現
実
的
な
耐
周
年
数
よ
り
も
短
い
も
の
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。
と
こ
ろ
で
、
大
手
私
鉄
で
あ
る
東
急
で
は
枕
木
の
新
設
が
か

な
り
犬
帽
に
実
施
さ
れ
、
ま
た
取
替
が
一
般
的
た
状
況
に
く
ら
べ
て
い
ん
幅

に
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

こ
う
し
た
東
急
の
枕
木
更
換
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
か
を
考
え
る
た
め
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
仮
設
例
に
よ
っ
て
そ
の
償
却
計

雰
の
構
造
を
検
討
し
よ
う
。

取
得
価
額
一
、

0
0
0万
円
の
取
替
資
産
を
新
た
に
取
得
し
、
毎
年
の
取
替
数
を
全
体
の
一

O
パ
ー
セ
ン
ト
と
し
、

さ
ら
に
現
実
的
な

取
対
日
資
産
の
耐
用
年
数
を
一

O

条
件
と
し
て
毎
年
一

O
パ
ー
セ
ン
ト
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
進
行
し
て
い
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
、

年
、
残
存
価
額
を
一

O
パ
ー
セ
ン
ト
と
す
る
と
、
各
年
度
の
償
却
額
ば
取
替
資
庭
の
償
却
費
(
取
得
価
額
の
五

O
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
す
る

ま
で
)
と
取
替
費
と
の
合
計
額
と
な
り
、
第
お
表
の
よ
う
に
な
る
。



(単位:千了〉

年

日召 和 敷設数[更換数 IB~A I敷設数|更換数 lD/C (A) I (B) I 96 I (C) I (D) I (%) 

30 17，653 1，698 9.5 209 15 7.1 

31 17，651 1，421 8.0 211 16 7.5 

32 17，627 1，407 8.0 210 28 13.3 

33 17，576 1，413 8.0 210 24 11.4 

34 17，680 1，388 7.9 214 22 10.2 

35 17，621 1，425 8.0 215 19 8.8 

36 16，644 1，568 8.9 215 21 9.7 

37 17，198 1，831 10.6 216 16 7.4 

38 1，617 9.3 219 13 5.9 

39 17，100 1，612 9.4 221 25 11.3 

40 17，325 1，507 8.6 211 87 41.2 

41 17，404 995 5.7 278 17 6.1 

42 17，063 1，055 6.1 283 13 4.5 

43 17，183 1，046 289 23 7.9 

44 852 5.1 292 3.0 

枕木の更換状況第24表

わ
が
国
私
鉄
企
業
と
減
価
償
却
(
二
)

第
お
表
に
よ
る
と
、
耐
周
年

数
一

O
年
の
聞
に
二
、
ニ
三
九

万
円
を
償
却
費
と
し
て
計
上
す

る
。
こ
こ
で
は
と
く
に
取
替
費

が
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ

て
高
騰
し
そ
の
額
を
拡
大
し
て

『私鉄統計年報~ (運輸省鉄道監督局〉より作表。

い
く
効
果
が
大
き
な
も
の
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
取
替
法
に

よ
る
計
算
で
は
、
取
得
資
産
の

帳
簿
価
額
は
償
却
計
算
に
よ
っ

て
取
得
価
額
の
五

O
パ

i
セ
ン

ト
ま
で
減
額
し
、
そ
れ
以
降
は

減
額
さ
れ
ず
、
取
替
費
は
帳
簿

価
額
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
な
く

費
用
と
し
て
計
上
さ
れ
る
。
す

な
わ
ち
、
取
得
価
額
の
五

O
パ

注

1
セ
ン
ト
の
帳
簿
価
額
を
も
っ

四
七



わ
が
国
私
鉄
企
業
と
減
価
償
却
ハ
ニ
)

(単位.-万円〉

年 度 償却費 お よ ぴ取替費

償却費
1 年度 316 

取替費 (1，000 xO.1) X ( 1十0.1)口110

償却費 ω ー206〉xo-3l
2 283 

取替費 1l0X (1 +0.1) =121 

償却費
3 16.3 

取替費 121X (1 +0.1) =133 

4 取替費 133X (1 +0.1) =146 

5 " 146X (1 +0.1) =160 
6 " 160X (1十0.1)=176 
7 " 176X (1 +0.1) =193 
8 " 193X (1 +0.1) =212 
9 " 212X (1 +0.1) =233 
10 " 233 x (1 +0.1) =256 
〆日与 計 2，239 

取替法による計算例第25表

取得価額1，000万円， 耐用年数10年， 残存価額105ぢの取替資産を10%のイ

ンフレのもとで毎年資産規模の10%を取替えると仮定する。

注

四
八

取
替
資
産
が
、
き
わ
め
て
長
期
間
に
わ
た

っ
て
耐
用
年
数
の
経
過
後
も
部
分
的
な
取

替
が
な
さ
れ
な
が
ら
使
用
さ
れ
る
。
し
た

が
っ
て
、
こ
の
ば
あ
い
の
耐
用
年
数
は
税

務
上
の
償
却
計
算
の
た
め
と
い
う
こ
と
を

除
い
て
実
質
的
な
意
味
を
も
た
な
い
。

以
上
の
よ
う
な
仮
設
例
に
よ
る
計
算
結

果
は
、
実
際
の
計
算
と
は
取
替
の
現
実
的

な
状
況
や
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
状
況
に

よ
っ
て
異
な
っ
て
く
る
が
、
税
法
の
短
い

耐
用
年
数
ま
た
取
替
費
の
高
騰
に
よ
っ

て
、
償
却
額
(
取
替
費
を
含
む
)
を
拡
大

し
て
い
る
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
、
東
急
の
よ
う
に
取
替
資
産
の

新
設
、

更
換
が
い
ち
じ
る
し
い
ば
あ
い
に

は
、
減
価
償
却
費
(
取
所
価
額
の
五

O
パ

1
セ
ン
ト
ま
で
)
お
よ
び
取
替
費
が
大
き



な
も
の
と
な
る
こ
と
は
い
う
空
で
も
な
い
。

さ
ら
に
、
取
替
法
の
機
能
を
考
え
る
ば
あ
い
、
以
上
の
よ
う
な
税
法
に
よ
る
い
わ
ば
狭
義
の
取
替
法
に
お
け
る
直
接
的
な
機
能
に
く
わ

え
て
、
鉄
道
業
に
お
い
て
戦
前
か
ら
採
用
さ
れ
て
き
た
取
替
え
の
方
法
を
背
景
と
し
て
、
資
本
的
支
出
を
費
用
と
し
て
計
上
す
る
こ
と
を

慣
例
化
し
、
こ
れ
を
制
度
化
し
て
い
る
側
面
を
み
の
が
し
て
は
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
私
鉄
企
業
で
は
多
額
な
修
繕
費
の
計
上
に
よ
っ

て
資
本
的
支
出
の
費
用
化
を
慣
行
化
し
て
き
て
い
る
。

す
で
に
戦
前
の
減
価
償
却
の
状
況
、

お
よ
び
戦
後
の
資
産
再
評
価
の
状
況
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
指
摘
し
た
よ
う
に
、
私
鉄
企
業
で

は
伝
統
的
に
取
替
え
の
万
法
に
よ
る
固
定
資
崖
会
計
を
論
理
的
な
基
礎
と
し
な
が
ら
修
繕
貨
の
計
上
が
多
額
に
の
ぼ
っ
て
い
た
。
こ
う
し

た
最
近
の
状
況
を
東
京
急
行
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

第
部
表
は
束
京
急
行
の
修
繕
費
の
状
況
を
し
め
し
た
も
の
で
あ
る
。
修
繕
費
は
線
路
、
電
路
お
よ
び
車
両
の
保
存
費
と
し
て
計
上
さ
れ

る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
修
構
の
対
象
ほ
通
常
の
減
価
償
却
の
主
要
な
対
象
で
も
あ
る
。
東
急
の
修
繕
費
の
状
況
は
平
均
し
て
減
価
償
却
費

の
王

O
パ
ー
セ
ン
ト
あ
ま
り
に
も
な
っ
て
い
る
。
総
費
用
に
し
め
る
修
繕
費
の
割
合
は
昭
和
四
一
年
度
か
ら
四
五
年
度
に
か
け
て
増
加
し

一
六

t
二
C
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
修
構
費
と
償
却
費
の
合
計
で
は
総
経
費
の
二

O
t二
七
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
す
る
。

以
上
の
よ
う
に
東
急
が
多
額
な
修
繕
費
を
計
上
し
て
い
る
状
況
ほ
、
大
手
私
扶
で
は
一
般
的
な
状
況
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
す
で
に
し

め
し
た
第
日
表
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

固
定
資
産
保
存
費
と
し
て
の
修
繕
費
の
大
部
分
は
実
質
的
に
固
定
資
産
の
価
値
を
増
大
す
る
資
本
的
支
出
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

ぃ
。
た
と
え
ば
、
す
で
に
東
急
の
実
態
に
つ
い
て
分
析
し
た
よ
う
に
、
そ
の
車
両
(
電
動
客
車
)
の
使
用
期
間
が
長
い
も
の
で
は
数
十
年

に
も
達
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
修
繕
を
名
目
と
し
て
た
え
ず
部
分
的
な
取
替
が
行
わ
れ
、
耐
周
年
数
を
延
長
し
、
そ
の
価
値
を
増

わ
が
国
私
鉄
企
業
と
減
価
償
却
ハ
一
一
)

四
九



わ
が
国
私
鉄
企
業
と
減
価
償
却
〈
一
一
)

(単位:100万円〕

年度i暗号智|号!?|物 D6AVIDflcp
36 1 6，0301 4，6061 5901 4201 6.91 川 1 9.11 12.8 

37 1 6，4781 5，0071 6751 4211 6.41 62.31 8.41 13.4! 

38 7，676] 5，590] 722] 503] 6.5] 69.6] 9.0] 12.9 

39 9，5581 6，7471 1，0411 5231 5.41 50.21 7.71 15.4 

40 9，83916，6451 1，0901 5161 5.21 47.31 7.61 16.4 

41 ] 19，180] 7，906] 1， 540] 600] 3.1] 38.9] 7.6] 19.4 

42 ] 2凶5 仙~I ~'~] ~~] ~.~I ~~.~I :.~I ~~ 
43 ] 21，317 附 6] 1，960 問 2.91 32.21 6.51 20 

44 ] 21，965110，3641 1，7301 6021 2.71 34.71 5.91 16. 

45 ] 23，271] 11，742] 1，8821 786 

46.~ 7.a 15. 

47 ] 28，779] 15，135] 2，3321 1，159] 4.0] 49.6] 7.6] 15. 

48 ] 29，877] 16，335] 2，552] 1，225] 4.1: 48.0] 7.4] 15. 

49 ] 30，298] 21，441] 2，671] 1，326] 4. 49.6上一一一一一一 6.21 12・引一一

東急の修繕費状況第26表

五。

加
さ
せ
て
い
る
。
私
鉄
企
業
で
は
、
多
種
多

様
な
資
産
が
全
一
体
と
な
っ
て
機
能
す
る
と

い
う
資
産
の
構
成
上
の
特
質
か
ら
、
そ
の
部

分
的
な
取
替
、
保
修
が
会
計
上
は
取
替
費
ま

た
修
繕
費
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
。

し
か

し
、
こ
の
取
替
、
修
繕
が
継
続
さ
れ
る
間

は
、
実
質
的
に
は
固
定
資
産
は
減
価
せ
ず
、

そ
の
使
用
期
間
法
延
長
さ
れ
て
い
く
と
考
え

ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
大
手
私
鉄
で
は
修
繕

費
の
計
上
に
よ
る
固
定
資
産
の
維
持
と
、
近

『私鉄統計年報』より作表。

代
会
計
学
の
も
と
で
の
減
価
償
却
計
算
と
い

う
二
重
の
国
定
資
産
に
つ
い
て
の
会
計
処
理

が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
取
替

法
、
修
繕
費
の
機
能
は
、
特
別
償
却
な
ど
に

よ
る
過
大
償
却
と
尚
一
の
機
能
を
は
た
す
た

め

つ
ぎ
に
指
摘
す
る
特
別
償
却
の
利
用
が

注

他
産
莱
に
比
較
し
て
相
対
的
に
小
さ
く
な
っ



特定鉄道工事指定一覧表

年 度 |会吋判高架化|叩|鰍良|車庫[計昭和

42 11 4 13 5 22 

43 6 6 1 7 

44 1 1 1 

45 7 2 3 5 10 

46 4 3 4 

47 2 2 1 3 

48 3 1 1 1 3 

言十 6 i 50 

第27表

わ
が
国
私
鉄
企
業
と
減
価
償
却
つ
一
〉

て
い
る
。

体)

特
別
償
却
、
圧
縮
記
憶

『交遊年鑑~ (交通協力会〉昭和50年版 217ページより号問。

私
鉄
企
業
で
は
、
以
上
の
減
価
償
却
脅
、
取
替
費
、
修
繕
費
に
よ
る
囲

定
資
産
の
費
用
化
の
手
続
に
く
わ
え
て
、
特
別
償
却
、
圧
縮
記
帳
に
よ
る

費
用
化
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

特
別
償
却
の
近
年
の
状
況
を
み
る
と
、
昭
和
四
二
年
よ
り
地
方
鉄
道
と

軌
道
に
た
い
す
る
法
人
税
上
の
税
負
担
軽
減
措
置
と
し
て
、
大
都
市
と
そ

の
周
辺
地
域
に
お
け
る
緊
急
か
つ
計
画
的
な
輸
送
力
増
強
等
の
特
定
の
鉄

道
工
事
に
と
も
な
っ
て
取
得
す
る
線
路
警
備
等
の
特
定
設
備
に
つ
い
て
、

特
別
償
却
制
度
(
準
備
金
方
式
を
含
む
)
お
よ
び
特
定
鉄
道
工
事
償
却
準

備
金
制
度
が
創
設
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
特
別
償
却
制
度
は
、
大
都
市
お
よ

び
そ
の
周
辺
地
域
の
私
鉄
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
実
質
的
に
は
大
手
私
鉄

に
限
定
さ
れ
る
。

特
定
鉄
道
工
事
の
指
定
状
況
を
第
幻
褒
に
よ
っ
て
み
る
と
、
直
接
的
に

大
都
市
周
辺
の
輸
送
力
増
強
を
も
た
ら
す
高
架
化
な
ら
び
に
そ
れ
に
と
も

注

な
う
駅
改
良
が
八

O
パ
ー
セ
ン
ト
あ
ま
り
を
し
め
て
い
る
。
ま
た
会
社
数

五



わ
が
国
私
鉄
企
業
と
減
価
償
却
(
二
)

(単位:100万円〉

特定工事却償準備金 特別償却く〈準む〉備金 合計
年昭 和度

方式をふ

限度融立額|実勢率限度調積立額|実勢率限度額|積立額i実襲率
43 2.180 1，974 90.6 2.072 1，004 48.5 4.252 2.978 70.1 

44 1，403 1.374 97.9 7.025 3.649 52.0 8.429 5.023 

45 1，491 1，217 81.6 7，605 2，425 31. 9 9，097 3，643 40.0 

46 1，370 1，2231 89.3 5，012 1，612 31.6 6，473 2，836 43.8 

47 806 778 96.6 4，894 2，828 

48 819 98.4 2，037 8741 42.91 2，870 1，694 59.0 

49 905 242 26.7 1，747 2241 12.81 2，652 446 16.8 

大手私鉄の特別償却第28表

五

に
つ
い
て
も
特
定
年
度
で
の
重
複
も
含
め
て
、

わ
ず
か
一
九
社
に
限
定
さ
れ

て
い
る
。

ま
た
、
特
別
償
却
の
利
用
状
況
を
第
お
安
に
よ
っ
て
み
る
と
、
大
手
私
鉄

の
輸
送
力
増
強
計
画
が
強
力
に
推
進
さ
れ
た
第
三
次
(
昭
和
国
二
、
t
四
六

年
)
お
よ
び
第
四
次
(
昭
和
四
七

I
五
一
年
)
の
五
カ
年
計
画
の
も
と
で
の

設
備
投
資
額
に
対
応
し
て
、
特
別
償
却
限
度
額
な
ら
び
に
特
別
償
却
積
立
額

『交通年鑑~ (交通協力会〉の各年度版より作表。

が
多
額
に
な
っ
て
い
る
。
と
く
に
昭
和
四
四
年
一
度
に
は
五

O
億
円
も
の
特
別

償
却
積
立
金
を
設
定
し
た
。
さ
ら
に
第
却
烹
に
よ
っ
て
東
京
急
行
の
状
況
を

み
る
と
、
特
定
鉄
道
工
事
償
却
準
備
金
の
期
末
残
高
は
鉄
道
楽
固
定
資
産
資

産
の
五
パ
ー
セ
ン
ト
前
後
に
も
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

す
で
に
指
摘
し

た
鉄
道
業
固
定
資
産
の
減
価
償
却
累
計
率
は
五
パ
ー
セ
ン
ト
前
後
高
く
な
っ

て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

ま
た
、
大
手
私
鉄
で
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
な
圧
縮
記
帳
に
よ
っ

て
、
費
用
を
拡
大
し
固
定
資
産
を
庄
縮
表
示
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
第
鈎
表

は
昭
和
五

O
年
三
月
期
の
西
武
鉄
道
の
庄
縮
記
帳
引
当
金
の
状
況
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
工
事
負
担
金
、
収
用
に
と
も
な
う
代
替
資
産
、
買
換
資
産
、

注

保
険
金
と
い
う
よ
う
に
多
種
の
名
目
に
よ
っ
て
一
六
四
億
円
も
の
額
を
圧
縮



(単位:100万円〉

決 算 期 l期務高 i純増JJQ額|噌戸|A/B % 
昭和46年3月 415 415 12，698 3.2 

9 652 237 13，552 4.8 

47 3 787 135 14，406 

9 883 96 15，373 5.7 

48 3 883 。 16，363 5.3 

9 883 。 17，442 5.0 

49 3 883 。 18，543 4.7 

9 883 。 19，739 4.4 

50 3 883 。 20，832 4.2 
一一一一一一

東急の特定鉄道工事償却準備金第29表

わ
が
国
私
鉄
企
業
と
減
価
償
却
ハ
二
)

(1) r償却累計額」は鉄道業の有形償却資産についての値である。
(2) ~有価証券報告書』より作表。

注

記
帳
し
て
い
る
。
こ
の
寝
は
有
形
同
定
資
産
帳
簿
価
額
の
一
四
パ

(

日

)

1
セ
ン
ト
に
も
達
す
る
額
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
戦
後
わ
が
国
の
大
手
私
鉄
の
減
価
償
却
を
検
討

し
て
く
る
と
、
私
設
企
業
で
は
、
近
代
会
計
学
の
も
と
で
展
開
さ

れ
た
減
価
償
却
を
資
産
再
評
価
を
契
機
と
し
て
積
極
的
に
導
入
す

る
と
と
も
に

一
方
で
は
鉄
道
菜
が
従
来
か
ら
実
施
し
て
い
た
取

替
え
の
方
法
に
よ
る
修
繕
費
の
計
上
、

ま
た
税
法
の
規
定
に
よ
る

取
替
法
に
よ
る
償
却
と
い
う
会
計
手
続
に
よ
っ
て
二
重
の
回
定
資

産
処
理
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
租
税
特
別
措
置
法
に
よ

る
特
別
償
却
、
ま
た
圧
縮
記
帳
の
制
度
に
よ
っ
て
固
定
資
産
の
早

期
の
費
用
化
を
実
施
し
て
き
た
。

こ
う
し
た
固
定
資
産
会
計
の
機
能
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、

つ
ぎ
に
設
備
投
資
と
資
金
の
源
泉
、

ま
た
私
鉄
企
業
の
「
赤
字
」

の
問
題
を
、

と
く
に
減
価
償
却
の
視
点
か
ら
分
析
し
よ
う
。

(
幻
)
『
昭
和
囚
一
年
度
の
税
制
改
正
に
関
す
る
答
申
及
び
そ
の
審
議

の
内
容
と
経
過
の
説
明
』
(
税
制
調
査
会
、
昭
和
四

O
年
二
一
月
)

一O
六
ペ
ー
ジ

主



西武鉄道の圧縮記帳弓!当金

(単位:100万円〕

第30表

わ
が
国
私
鉄
企
業
と
減
価
償
却
つ
一
)

額金金当号|帳ロ】
昌
三
日縮圧

(
お
)
『
東
武
鉄
道
六
十
五
年
史
』
(
東
武
鉄
道
、
昭
和
三
九
年
)
五
七
二
ペ
ー
ジ

(
鈎
)
こ
の
間
の
経
過
お
よ
び
資
産
再
評
価
の
基
本
的
な
性
格
に
つ
い
て
は
『
現
代
経
営
会

計
講
座
、
第
三
巻
、
財
務
会
計
編
』
(
木
村
和
三
郎
他
監
修
)
第
三
部
第
二
章
「
固
定
資

産
再
評
価
の
展
開
と
そ
の
主
体
」
に
詳
し
い
。

(
川
叫
〉
木
村
他
監
修
、
前
掲
書
、
一
八
九
ペ
ー
ジ

(
叫
〉
十
東
武
鉄
道
、
前
掲
社
史
、
五
八
一
ペ
ー
ジ

(
必
)
東
武
鉄
道
、
前
掲
社
史
、
五
八
一
ペ
ー
ジ

(
円
叫
)
太
田
哲
一
二
『
固
定
資
産
会
計
』
一
三
四
ペ
ー
ジ

(
必
〉
『
京
京
急
行
電
鉄
同
年
史
一
戸
(
東
京
急
行
電
鉄
、
明
和
四
七
年
)
凹
一
一
一
ペ
ー
ジ

(
必
)
東
急
電
鉄
、
前
掲
社
史
、
八
九
六

1
八
九
七
ペ
ー
ジ

(
必
)
『
鉄
道
統
計
年
報
』
(
亮
輸
省
鉄
道
総
局
総
務
局
、
日
本
国
占
有
鉄
道
経
理
局
)
、
『
地

方
鉄
道
軌
道
統
計
年
報
』
(
運
斡
省
鉄
道
監
督
局
)
の
各
年
度
版
よ
り
算
出
。

(
門
出
)
東
武
鉄
道
、
前
掲
社
史
、
五
七
一
ペ
ー
ジ

(
川
崎
〉
『
日
年
の
歩
み
』
ハ
近
畿
日
本
鉄
道
、
昭
和
三
一
五
年
)
一
三
一
ペ
ー
ジ

(
州
問
)
大
手
私
鉄
は
、
昭
和
三
六
年
以
降
で
は
東
武
鉄
道
、
西
武
鉄
道
、
京
成
電
鉄
、
京
王

帝
都
電
鉄
、
小
田
急
電
鉄
、
東
京
急
行
電
鉄
、
京
浜
急
行
電
鉄
、
名
古
罵
鉄
道
、
近
畿
日

本
鉄
道
、
南
海
電
気
鉄
道
、
京
阪
電
気
鉄
道
、
阪
急
電
鉄
、
阪
神
電
気
鉄
道
、
四
日
本
鉄
道
の
一
四
社
を
総
称
す
る
。
な
お
、
昭
和
三
五
年
?
二
三

年
で
は
一
一
ヰ
J

位
、
昭
和
三
一
年
以
前
は
一
九
社
の
各
私
鉄
を
総
称
し
た
。

(
印
)
な
お
、
税
法
で
は
耐
用
年
数
経
過
後
に
、
さ
ら
に
取
得
価
額
の
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
償
却
を
認
め
て
い
る
(
施
行
令
六
一
条
)
。

(
日
)
圧
縮
記
帳
の
一
般
的
な
実
態
お
よ
び
機
践
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
減
価
償
却
と
圧
縮
記
帳
」
(
市
川
深
編
著
『
税
務
会
計
』
一
一
一
一
一
一

1
一
コ
一
七
ベ

ー
ジ
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

86 金担負事工

7，190 

3 

9，140 

収用にともなう代替資産

産

金

資

険

換買

イ果

16，420 計メ』
口

表作杓ノト品、iノ期

l
l
1
1
1
i
R
n
 

qo 
年円リ「ぺυ和昭
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n
H副
童日

比
Z
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P
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113，995 有形固定資産帳簿価額

左
四

注



(3) 

設
備
投
資
と
資
金
の
源
泉

大
手
私
鉄
の
減
価
償
却
の
状
況
を
設
備
投
資
と
資
金
の
源
泉
と
い
う
視
点
か
ら
分
析
す
る
。
こ
の
ば
あ
い
、
資
金
の
運
用
を
だ
ん
に
鉄

道
楽
固
定
資
産
へ
の
投
資
に
限
定
せ
ず
、
私
鉄
企
莱
の
構
造
的
な
問
題
で
も
あ
る
不
動
産
へ
の
投
資
に
つ
い
て
も
あ
わ
せ
て
検
討
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

と
い
う
の
は
、

と
く
に
近
年
、
私
以
企
業
で
は
設
備
校
資
と
不
動
産
へ
の
投
資
が
相
互
に
補
完
し
あ
う
陶
係
に
あ
り
、

こ
の
相
互
関
係
の
な
か
で
設
備
投
資
の
問
題
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

大
手
私
鉄
の
設
備
投
資
は
、

と
く
に
所
得
倍
増
計
画
以
降
で
の
経
済
の
両
度
成
長
に
対
応
し
て
節
目
表
に
一
不
す
よ
う
に
第
一
次
、
第
二

次
の
三
カ
年
計
画
、
第
三
次
、
第
四
次
の
五
カ
年
計
画
に
よ
る
輸
送
力
増
強
計
画
の
も
と
で
実
施
さ
れ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
昭
和
一
一
一
六

年
度
か
ら
三
人
年
度
に
か
け
て
の
第
一
次
三
カ
年
計
四
で
は
一
、
ニ
七

O
佐
円
、
昭
和
三
九
年
度
か
ら
四
一
年
度
の
第
二
次
三
カ
年
計
画

で
は
、

一
、
四
五
ニ
億
円
、

さ
ら
に
昭
和
四
二
年
度
か
ら
四
六
年
度
の
第
三
次
五
カ
年
計
画
で
は
四
、
四
三
コ
一
億
円
と
総
額
七
、

一
五
五

低
円
が
、
都
心
乗
り
入
れ
新
線
建
設
工
事
、
停
車
場
改
良
工
事
、
車
両
増
備
等
の
輸
送
力
増
強
の
た
め
に
投
、
資
さ
れ
た
。
し
か
し
、
大
手

(

臼

)

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
処
す
る
た
め
」
、

込
決
ま

i
j
l
 
「
大
都
市
へ
の
人
口
と
産
栄
の
集
中
傾
向
は
依
然
と
し
て
続
い
て
お
り
、

第
三
次
計

画
の
一
・
六
倍
に
お
よ
ぶ
投
資
総
額
七
、

一
二
三
億
円
の
第
四
次
輸
送
力
増
強
等
五
カ
年
計
画
(
昭
和
四
七
1
五
一
年
度
)
を
策
定
し
た
。

「
こ
の
五
カ
年
計
画
は
六

O
年
に
お
け
る
各
社
各
線
別
の
輸
送
需
要
を
都
心
方
向
へ
の
流
入
量
と
沿
線
人
口
の
増
加
等
か
ら
推
定
し
、
こ

の
輸
送
需
要
を
ま
か
な
う
に
は
い
か
な
ろ
輸
送
施
設
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
か
の
基
本
構
想
を
定
め
、
こ
の
構
想
に
宗
一
づ
く
各
線
区
別
の

(
臼
)

具
体
的
計
画
に
つ
い
て
五
一
年
度
ま
で
の
年
度
別
計
画
を
作
成
す
る
考
え
方
を
基
本
に
」
策
定
さ
れ
た
と
い
う
。

以
上
の
計
両
を
円
滑
に
実
施
す
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
、
昭
和
四
七
年
度
以
降
、
運
輸
省
は
、
日
本
鉄
道
建
設
公
団
が
事
業
者
の
由
'
し

わ
が
国
私
鉄
企
業
と
減
価
償
却
ハ
二
)

五
五



大手私鉄の輸送力増強等(第1次~第4次〉の投資実績・投資計画

〈単位:億円〉

第31表

五
六

わ
が
国
私
鉄
企
業
と
減
価
償
却
(
二
〉

第4次5カ年
計画
(47，，-，51年度〉

第3次5カ年
計画
(42"ぺ6年度〉

第2次3カ年
計画
(39，，-，41年度〕

第1次3カ年
計画
(36，，-，38年度〉

(計画〕(実績〉(実績〉(実績〉

7，123 4，433 1，452 1，270 額資弘
之
ふ
イ
ιψ

1，425 887 484 423 単年度平均投資額

出
に
基
づ
き
新
線
建
設
、
複
々
線
化
工
事
等
を
行
い
、
完
成
後
に
長
期
割
賦
で
元
利
均
等
償
還

の
条
件
で
事
業
者
に
施
設
を
譲
渡
す
る
と
と
も
に
、
同
公
団
に
た
い
し
て
建
設
資
金
の
利
子
に

つ
い
て
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
上
回
る
額
に
つ
い
て
二
五
年
間
(
ニ
ュ

i
タ
ウ
ン
線
に
つ
い
て
は
一
五

年
間
)
に
わ
た
り
国
と
地
方
公
共
団
体
が
利
子
補
給
す
る
と
い
う
助
成
措
置
と
、

同
公
団
に
た

い
す
る
所
要
資
金
の
財
政
融
資
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
助
成
の
対
象
と
な
っ
て
い

『交通年鑑.~ (昭和49年版，交通協力会)271ページ

る
路
線
は
、
現
在
、
首
都
圏
七
社
一

O
路
線
、
近
畿
圏
お
よ
び
中
京
薗
一
ニ
社
コ
一
路
線
の
合
計
一

o
t
二
二
路
線
と
た
っ
て
お
り
、
昭
和
五

0
年
度
で
は
利
子
補
給
二
四
億
円
、
財
政
融
資
二
ハ

一
億
円
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
大
手
私
鉄
の
輸
送
力
増
強
、
安
全
対
策
の
強
化
の
た
め
の
工
事

ιつ
い
て
、
昭
和

三
四
年
よ
り
日
本
開
発
銀
行
の
融
資
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
ば
あ
い
、

安
全
対
策
(
立

体
交
差
、
踏
切
保
安
設
備
整
備
等
の
工
事
)
、
都
市
中
心
部
乗
入
、
新
線
建
設
、

複
線
化
等
の
特
定

工
事
に
つ
い
て
は
利
率
入
・

0
パ
ー
セ
ン
ト
、
融
資
比
率
五

O
パ
ー
セ
ン
ト
、
車
両
改
造
、
乗

換
駅
改
良
、

線
路
強
化
(
乗
換
駅
改
良
、
線
路
強
化
は
昭
和
五
一
年
度
よ
り
特
定
工
事
に
格
上
げ
さ
れ

た
)
等
の
一
般
工
事
に
つ
い
て
は
利
率
九
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
融
資
比
率
三
五
パ
ー
セ
ン
ト
、

ま
た
こ
れ
ら
の
償
還
期
間
は
五
年
据
置
、
二

O
年
償
還
と
い
う
よ
う
に
長
期
の
低
利
融
資
と
な

(
目
出
)

っ
て
い
る
。
こ
の
状
況
を
第
詑
表
に
し
め
す
と
、
と
く
に
有
利
な
融
資
条
件
と
な
っ
て
い
る
特

注

定
工
事
が
大
き
な
割
合
を
し
め
、

ま
た
融
資
額
も
大
手
私
鉄
の
輸
送
力
増
強
計
画
に
対
応
し
て



(単位:100万円〉

ふ戸~I 43 1 44 1 45 1 46 1 47 IC4~1!!~IC;何年〉
特定工事吋オ21.1↑6.035125.1帥
一般工事(準〕特 6601 1.1101 7，190118，365113，400 
定工事を含む

計 ト4，760120， 000¥2 

大手私鉄にたいする開銀融資額第32表

『私鉄・パス企業における公共負担の実態及び財政，税制，金融措置の現

状~ (私鉄総運交通政策部， 1976年2月)32ページ。

注

わ
が
国
私
鉄
企
業
と
減
価
償
却
(
二
)

増
大
し
て
き
て
お
り
昭
和
五
一
年
度
で
は
五

O
億
円
に
も
達
し
て
い
る
。

大
手
私
鉄
の
輸
送
力
増
強
計
画
は
、

わ
が
国
の
高
度
経
済
成
長
の
も
と
で
、
人
口
と
産

業
の
大
都
市
集
中
に
対
処
し
て
輸
送
力
を
確
保
す
る
た
め
に
長
期
低
利
融
資
の
も
と
で
展

閲
さ
れ
た
。
大
手
私
鉄
に
と
っ
て
、
こ
の
人
口
と
産
業
の
大
都
市
集
中
は
、
そ
の
旅
客
需

要
の
増
大
と
平
行
し
て
、
大
都
市
周
辺
の
宅
地
需
要
を
約
束
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
大
手

私
鉄
で
の
輸
送
力
増
強
計
画
は
、
各
路
線
の
宅
地
開
発
を
前
提
と
し
て
策
定
さ
れ
る
べ
き

は
ず
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、

た
と
え
ば
民
営
鉄
道
協
会
会
長
の
川
崎
千
春

氏
は
不
動
産
投
資
の
性
格
に
つ
い
て
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
各
電
鉄
と
も
相

当
額
の
土
地
を
持
っ
て
お
り
ま
す
が
、

そ
の
持
っ
て
お
る
土
地
と
い
う
も
の
は
、

い
っ
ぺ

ん
に
こ
れ
を
今
年
な
り
来
年
で
処
分
す
る
と
い
う
の
で
持
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
て
、
少

な
く
と
も
一

O
年
計
画
か
一
五
年
計
画
で
、
将
来
こ
う
い
う
新
線
が
で
き
る
と
か
、

あ
る

い
は
こ
う
い
う
と
こ
ろ
に
駅
が
で
き
る
と
か
、
ま
た
い
い
道
路
が
で
き
る
と
か
、
沿
線
、

そ
の
他
各
地
の
開
発
状
沿
を
つ
ね
に
見
比
べ
て
開
発
を
し
て
い
く
趣
旨
で
持
っ
て
お
る
の

で
あ
っ
て
、
右
か
ら
左
ヘ
ボ
ン
と
売
る
た
め
に
持
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
し
。
す
な
わ

ち
、
こ
の
発
言
は
、
基
本
的
に
は
大
手
私
鉄
の
不
動
産
へ
の
投
資
が
長
期
的
な
計
画
、
具

体
的
に
は
輸
送
力
増
強
計
画
を
基
礎
に
お
き
な
が
ら
展
開
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と

を
し
め
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

五
七



わ
が
国
私
鉄
企
業
と
減
価
償
却
(
二
)

(単位 :10億円〉

話完 1=翫li明言明著書院入君li獣医入室12の俳，~1ÎtI~ *1告
36 123 225 76 107 348 

37 137 294 431 103 46 40 121 121 431 

38 170 372 542 74 64 143 21 542 

39 195 457 652 138 135 56 143 26 154 652 

40 80 211 452 

1，791ゆ642 引

152 129 114 153 31 164 743 

41 96 243 511 165 162 107 195 41 180 850 

42 134 280 578 184 204 138 223 52 191 992 

43 164 324 679 151 254 176 320 

:~:I ~:~:: 44 253 402 731 1，386 178 314 220 384 2111 1，386 

45 301 442 874 1，617 192 386 285 419 96 239 1，617 

46 410 488 1，025 1，923 211 492 362 468 113 277 1，923 

47 506 521 1，174 2，201 274 544 434 522 132 295 2，201 

48 604 560 1，390 2，554 309 610 522 623 154 336 2，554 

49 677 617 1，565 2，859 339 634 622 721 196 347 2，859 

大手私鉄の貸借対照表第33表

『私鉄統計年報~ (運輸省鉄道監督局〉の各年度版より作表。ただし「商

品土地建物」の昭和42年度以前については有価証券報告書による。

注

五
八

と
こ
ろ
で
、
こ
の
大
手
私
鉄
の
設
備
、

不
動
産
へ
の
投
資
お
よ
び
資
金
源
泉
の
状

況
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
ま
ず
大
手

私
鉄
の
貸
借
対
照
表
を
検
討
し
よ
う
。
第

お
表
は
、
大
手
私
鉄
の
資
産
と
負
債
、
資

本
の
状
況
を
輸
送
力
増
強
計
画
の
始
ま
っ

た
昭
和
三
六
年
以
降
に
つ
い
て
し
め
し
た

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
資
産
の

状
況
を
み
る
と
資
産
合
計
は
昭
和
三
六
年

度
か
ら
四
九
年
度
の
一
コ
一
年
間
に
八
・

倍
に
も
増
大
し
て
き
て
お
り
、
そ
の
う
ち

鉄
軌
道
の
固
定
資
産
は
五
倍
、
商
品
土
地

建
物
は
資
料
不
備
の
た
め
昭
和
四

0
年
度

以
降
の
九
年
間
に
つ
い
て
み
る
と
八
・
四

倍
、
そ
の
他
の
資
産
は
一
三
年
間
で
六

九
倍
に
増
加
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
大

手
私
鉄
の
輸
送
力
増
強
計
画
の
も
と
で
鉄



軌
道
業
へ
の
設
備
投
資
が
確
実
に
実
施
さ
れ
た
と
同
時
に
、
商
品
土
地
建
物
へ
の
投
資
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
昭
和
田
八
年
度

以
降
で
は
、
商
品
土
地
建
物
の
額
が
鉄
軌
道
業
固
定
資
産
の
額
を
上
回
る
と
い
う
よ
、
つ
に
、
大
規
模
な
不
動
産
投
資
が
実
施
さ
れ
た
。
さ

ら
に
資
本
の
源
泉
形
態
を
み
る
と
、
財
団
低
当
借
入
金
、
長
期
借
入
金
が
増
加
し
て
き
て
お
り
、
昭
和
三
六
年
度
に
は
同
者
で
負
債
、
資

本
合
計
の
一
八
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
も
の
が
、
昭
和
四
九
年
度
に
は
全
体
の
四
三
・
入
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に

短
期
借
入
金
ま
加
え
る
と
借
入
金
が
全
体
に
し
め
る
割
合
は
五
五
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
な
る
。

と
く
に
、
昭
和
三
六
年
度
以
降
二
二
年

聞
に
、
財
団
低
当
借
入
金
は
一
二
・
一
倍
、
長
期
借
入
金
は
七
・
七
倍
に
も
増
加
し
て
き
た
。
ま
た
引
当
金
に
つ
い
て
み
る
と
、
全
体
の

六
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
な
っ
て
お
り
、
着
実
に
増
加
し
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
と
れ
に
た
い
し
て
、
資
本
は
昭
和
三
六
年
度
か
ら
の

一
一
一
一
年
間
に
三
・
二
倍
に
増
加
し
た
が
、
全
体
に
し
め
る
割
合
は
一
二
・
て
ハ

l
セ
ッ
ト
に
す
ぎ
な
い
。
大
手
私
鉄
の
貸
借
対
照
表
を
検

討
す
る
と
、
全
般
的
に
み
て
、
輸
送
力
増
強
計
画
以
降
の
状
況
は
、
財
団
低
当
借
入
金
、
長
期
借
入
金
に
よ
っ
て
鉄
軌
道
固
定
資
産
お
よ

び
商
品
土
地
建
物
へ
の
投
資
を
お
こ
な
っ
て
き
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
と
く
に
こ
の
ば
あ
い
商
品
土
地
の
増
大
が
い
ち
じ
る
し
く
、

こ
の
増
大
が
借
入
金
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
さ
い
運
輸
省
の
説
明
に
も
あ
る
よ
う
に
、

一寸

財

団
員
当
で
借
り
入
れ
る
金
舗
の
使
途
は
一
応
鉄
道
建
設
に
あ
て
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
計
画
の
段
階
、
だ
け
で

ハ
向
山
〉

事
後
に
チ
ェ
ッ
ク
の
方
法
は
な
い
。
だ
か
ら
扶
道
建
設
の
名
目
で
借
り
た
金
が
土
地
の
買
い
占
め
に
ま
わ
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
得
る
し
と

い
う
よ
う
に
、
第
お
表
に
よ
っ
て
も
鉄
軌
道
固
定
資
産
の
増
加
額
を
う
わ
ま
わ
っ
て
財
団
低
当
借
入
金
が
増
加
し
て
お
り
、
鉄
道
を
担
保

と
し
た
借
入
金
に
よ
っ
て
商
品
土
地
へ
の
投
資
が
展
開
さ
れ
た
側
面
を
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
大
手
私
鉄
の
投
資
と
資
金
の
源
泉
を
も
う
少
し
詳
し
く
、
と
く
に
大
幅
な
投
資
が
実
施
さ
れ
始
め
た
第
三
次
の

輸
送
力
増
強
計
画
以
降
で
あ
る
昭
和
四
二
年
以
後
に
つ
い
て
、
近
畿
日
本
鉄
道
と
東
京
急
行
一
電
鉄
の
状
況
に
つ
い
て
み
よ
う
。
と
い
う
の

わ
が
国
私
鉄
企
業
と
減
価
償
却
(
二
)

五
九



わ
が
国
私
鉄
企
業
と
減
価
償
却
(
二
)

(単位:100万円〉

特別償却|引当金|合 計| 設備投資 |不動産投資|合 計

904 7，323 5，809 503 6，312 

147 10，036 9，089 1，220 10，309 

114 553 12，137 9，214 1，257 10，471 

108 153 12，553 12，167 1，147 13，304 

102 787 13，484 12，644 747 13，378 

2，876 214 19，802 16，662 2，094 18，756 

166 1，241 17，588 15，571 657 16，228 

143 123 14，256 12，574 1，779 14，353 

104 1，496 14，555 10，517 5，637 16，154 

89 73 23，427 13，007 1，706 14，713 

149 434 2，829 11，094 492 11，586 

137 198 17，970 17，163 2，278 19，441 
ム 245 1，771 24，279 17，963 7，055 25，018 
A 273 218 19，675 19，974 576 20，550 
ム 94 1，883 15，602 16，398 3，922 20，320 
A 273 1，562 14，649 15，069 2，485 17，554 

228，137 

源泉と運用

ノ、。

は
、
近
鉄
で
は
こ
の
期
間
に
相
対
的
に
設
備
投
資
を
中

心
に
資
本
投
下
が
な
さ
れ
て
き
た
の
に
対
し
て
、
東
急

で
は
設
備
投
資
と
な
ら
ん
で
不
動
産
投
資
の
割
合
が
大

き
く
、
こ
の
三
社
を
比
較
し
な
が
ら
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。

第
出
表
お
よ
び
第
お
表
で
は
、
資
金
の
調
達
源
泉
と

し
て
借
入
金
(
当
該
期
の
借
入
額
か
ら
返
済
額
を
控
除
し
た

額)、

社
債
、
減
価
償
却
(
当
該
期
の
償
却
額
)
、
特
別
償

却
(
特
定
鉄
道
工
事
償
却
金
の
純
増
加
額
)
、
引
当
金
(
退
職

給
与
引
当
金
、
貸
倒
引
当
金
、
価
格
変
動
準
備
金
、
買
換
資

産
等
特
別
勘
定
、

海
外
投
資
損
失
準
備
金
の
純
増
加
額
)
を

あ
げ
、

一
方
、
資
金
の
主
要
な
運
用
項
目
で
あ
る
設
備

投
資
額
と
販
売
土
地
建
物
へ
の
投
資
額
(
販
売
土
地
建

物
の
増
加
額
)
を
あ
げ
て
、
こ
れ
ら
の
関
連
を
あ
ら
わ

し
た
。近

鉄
の
資
金
源
泉
と
運
用
の
状
況
を
み
る
と
、
全
般

的
に
は
昭
和
四
二
年
度
か
ら
四
九
年
度
の
八
年
間
に
つ



近鉄の資金の

決算期 借入金 宇土 {責 増 資 減価償却

昭和42年9月 2，933 1，549 1，937 

43 3 6，442 1，331 2，116 
9 1，220 1，540 2，281 

44 3 8，579 1，309 2，404 

9 7，739 2，139 2，717 

45 3 12，402 1，145 3，165 

9 11， 131 835 4，215 

46 3 7，522 2，286 4，182 

9 5，855 2，937 4，163 

47 3 6，231 1，224 11，.456 4，354 

9 L> 1，040 ム 966 4，252 

48 3 14，990 A 1，753 4，398 

9 14，177 3，828 4，808 

49 3 13，408 1，332 4，990 

9 8，612 8 5，193 

50 3 10，658 L> 2，438 5，140 

合 計 55，122 

第34表

わ
が
国
私
鉄
企
業
と
減
価
償
却
(
二
)

い
て
、
資
金
源
泉
額
と
運
用
額
は
お
お
む
ね
一
致
し
て

お
り
二
、
二
四

O
t
二
、
二
八

O
億
円
あ
ま
り
に
も
達

す
る
ο

ま
ず
投
資
の
状
況
を
み
る
と
、
大
部
分
は
設
備

投
資
に
む
け
ら
れ
て
い
る
が
、
全
体
の
一

O
パ
!
セ
ン

ト
以
上
も
の
額
が
販
売
土
地
建
物
に
投
下
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
こ
の
資
金
源
泉
は
五

C
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
が

借
入
金
に
よ
っ
て
調
達
さ
れ
、
こ
れ
に
つ
づ
い
て
減
価

償
却
の
し
め
る
割
合
が
大
き
く
全
体
の
二
五
パ

1
セ
ン

『有価証券報告書』より作表。

ト
あ
ま
り
に
も
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
減
価
償
却

額
が
設
備
費
全
体
に
し
め
る
割
令
は
三

C
パ
ー
セ
ン
ト

あ
ま
り
に
も
な
り
、
減
価
償
却
が
資
金
源
泉
に
と
っ
て

重
要
な
役
割
を
は
た
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な

わ
ち
、
近
鉄
で
は
投
資
が
相
対
的
に
設
備
中
心
に
な
さ

れ
た
た
め
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
な
政
策
的
な
加
速

注

度
的
な
償
却
計
算
に
よ
っ
て
、
多
額
な
償
却
費
を
計
上

し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
資
金
を
確
保
し
た
こ
と
が
わ
か

る

ノ、



源泉と運用

〈単位:100万円〉

特別償却 引当金 〆日九 計 設備投資 不動産投資 メロ』 言十

6，310 3，909 6，731 10，640 
A 8，276 3，669 2，651 6，320 

35 455 7，060 5，100 4，955 10，055 

87 5，824 4，398 3，332 7，730 
ム 70 951 8，414 2，446 5，273 7，719 

566 10，650 6，053 3，966 10，019 

556 8，758 5，074 2，398 7，472 

415 712 14，164 5，407 2，805 8，212 

237 1，402 15，030 4，218 3，365 7，583 
4弘 315 8，082 11 ，882 4，614 16，496 

96 1，553 7，911 2，993 2，183 5，176 

1，026 9，066 8，355 6，758 15，113 

990 10，683 7，677 4，833 12，510 
ム 455 20，229 16，229 6，933 23，162 

3，026 23，954 22，963 4，502 27，465 

649 21，093 18，070 8，207 26，277 

山 06I 201，949 

もるに相く金はセ達をの地状なての
二。よ対なが近ンしみ投建況つい資
0 まる的つ大鉄ト、る資物をたる金万
パた資にてきとめことのへみ内が源
l 滅金不いなのまれ、割のる容、泉東
セ価の動る割上ヒりに{昔合投ととそ額急、
ン{賞確産。合較をつ入が資設なのと i二
ト却保にこをにしい金異が備つ構運つ
にのが集うしおめでが常士費て成用い
も設限中しめいて減全に六がいを額て
み備定したるてい価体大パ六るみはみ
た費ぎて事 みろ償のき!四。るやる
なにれい情万る。まp六いセパまとはと
いしてるは、とすが六。ン l ず近り、六
状めいた、減、な全パこトセ、鉄ほ第一
j冗るるめ投 f面相わ体 l のとン資と lま 35
に剖か、資償対ちのセ資、ト金は等表
あ合 減の却的、 ン金不、のかしの
りを勺価対がに東三トの動販運なく入
みで償象小借急、パに源産売用りな年
新てあ却がさ入で!も泉へ土の異つ間

わ
が
国
私
鉄
企
業
と
減
価
償
却
r， 

一
¥_./ 



東急の資金の

決算期 借入金 社 {責 増 資 減価償却

昭和42年9月 3，664 1，264 960 

43 3 7，006 A 22 1，260 

9 4，737 535 1，298 

44 3 3，328 862 1，547 

9 5，385 774 1，374 

45 3 8，063 664 1，357 

9 6，151 664 1，387 

46 3 7，446 691 3，500 1，400 

9 11，103 909 1，379 

47 3 7，453 ム 596 1，405 

9 1，974 2，736 1，552 

48 3 7，691 A 1，213 1，562 

9 8，953 A 918 1，658 

49 3 14，476 A 1，503 5，990 1，721 

9 13，120 625 5，395 1，788 

50 3 12，140 609 5，830 1，865 

J日"- 計 23，513 

第35表

わ
が
国
私
鉄
企
業
と
減
価
償
却
合
一
〉

た
な
設
備
投
資
が
既
存
の
設
備
資
産
に
た
い
し
て
相
対

的
に
小
額
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
減
価
償
却
費
が
小
さ

く
な
っ
て
い
る
側
面
を
み
の
が
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

東
急
で
は
こ
う
し
た
減
価
償
却
に
よ
る
利
益
の
費
用
化

に
よ
る
資
金
の
確
保
を
、
諸
引
当
金
の
計
上
に
よ
っ
て

補
っ
て
い
る
。
第
お
表
に
よ
る
と
引
当
金
は
全
体
の
六

パ
ー
セ
ン
ト
に
も
達
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
近
鉄
お
よ
び
東
急
の
資
金
の
源
泉
と

『有価証券報告書』より作表。

運
用
の
状
況
を
検
討
し
て
く
る
と
、
私
鉄
企
業
の
営
業

様
式
に
よ
っ
て
減
価
償
却
に
よ
る
資
金
確
保
の
大
き
さ

が
異
な
っ
て
こ
ざ
る
を
え
ず
、
今
日
の
私
鉄
企
業
の
減

価
償
却
を
考
え
る
ば
あ
い
、
借
入
金
お
よ
び
諸
引
当
金

な
ど
と
の
関
連
で
位
置
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

が
わ
か
る
。
し
か
し
、
大
手
私
鉄
の
資
金
の
源
泉
と
運

注

用
は
、

そ
の
構
成
に
お
い
て
の
差
異
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
全
般
的
な
特
質
と
し
て
多
額
な
借
入
金
に
よ
っ
て

設
備
投
資
が
展
開
さ
れ
て
き
た
と
と
も
に
不
動
産
の
取

ノ、



わ
が
国
私
鉄
企
業
と
減
価
償
却
(
ニ
u

ノ、

四

得
が
な
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
さ
い
減
価
償
却
、
引
当
金
が
重
要
な
役
割
を
は
た
し
て
き
た
。
減
価
償
却
、
引
当
金
は
量
的
な

差
異
に
も
か
か
わ
ら
ず
大
手
私
鉄
の
投
資
計
画
を
遂
行
す
る
資
金
源
と
し
て
前
提
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
す
で
に
指
摘
し

た
拡
大
さ
れ
た
費
用
と
し
て
の
減
価
償
却
、
引
当
金
は
大
手
私
鉄
の
蓄
積
に
と
っ
て
計
固
化
さ
れ
た
利
益
官
保
と
し
て
機
能
し
て
き
た
。

さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
設
備
投
資
お
よ
び
不
動
産
取
得
は
ど
の
よ
う
な
内
容
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
、

つ
ぎ
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら

:、
0

4
J
E
I
Y
 

わ
が
国
大
手
私
鉄
が
、
戦
後
、

ど
の
よ
う
に
輪
送
力
の
増
強
を
達
成
し
て
き
た
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
合
理
化
を
実
現
し
て
き
た
か
に

つ
い
て
は
、
す
で
に
「
コ
一
川
私
鉄
企
莱
と
強
蓄
積
」
に
お
い
て
旅
客
輸
送
実
積
、
固
定
資
産
、
売
上
高
、
従
業
員
数
の
変
化
を
分
析
す
る

な
か
で
検
討
し
た
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
最
近
の
重
要
な
問
題
で
あ
る
合
理
化
の
内
容
に
つ
い
て
指
摘
し
て
お
こ
う
。

大
手
私
鉄
で
は
コ
ニ
一
同
大
手
私
鉄
と
『
赤
字
』
」
で
検
討
す
る
「
赤
字
」
の
解
消
の
た
め
に
、
自
ら
の

「
企
業
努
力
」

を
つ
ぎ
の
よ
う

に
強
調
し
て
い
る
。

寸
大
手
民
鉄
で
は
保
安
作
業
の
機
械
化
、
出
改
札
の
自
動
化
、
変
電
所
無
人
化
な
ど
極
力
省
力
化
に
努
め
た
結
果
、

四
二
、
t
四
六
年
度
の
五
か
年
間
に
お
い
て
、
輸
送
人
員
は
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
業
務
旦
一
毘
(
車
両
走
行
キ
ロ
)
は
一
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
そ
れ

〈
町
田
)

ぞ
れ
増
加
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
従
業
員
数
を
逆
に
七
パ
ー
セ
ン
ト
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
し
。

大
手
私
鉄
の
そ
の
後
の

生
産
位
の
推
移
を
し
め
す
と
第
お
表
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
昭
和
四
五
年
度
か
ら
五
一
年
度
の
六
年
同
に
車
両
走
行
キ

ロ
は
一
一
七
パ
ー
セ
ン
ト
に
増
大
し
、
逆
に
人
員
は
九

O
パ
ー
セ
ン
ト
に
減
少
し
、
生
産
性
(
世
直
尚
4
4
#
ロ
¥
〉
別
)

は
二
二
一
パ

l
セ

ン
ト
に
も
な
っ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
生
産
性
の
向
上
は
、
民
鉄
協
会
も
指
摘
し
て
い
る
省
力
化
、
合
理
化
に
よ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

そ
し
て
こ
の

省
力
化
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。



た

ιえ
ば
、
国
鉄
労
働
組
合
調
査
資
料
室
は
近
年
の
大
手
私
鉄
の
鉄
道
部
門
へ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
導
入
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
評
価

し
て
い
る
。

「
鉄
道
部
門
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
は
昭
和
四
二
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
第
三
次
輸
送
力
増
強
五
カ
年
計
画
の
後
半
以
降
、
急
速

に
す
す
ん
で
い
る
。
第
三
次
計
画
に
引
き
つ
づ
き
、
現
在
、
大
手
私
鉄
各
社
で
す
す
め
ら
れ
て
い
る
四
次
計
画
ハ
四
七
l
五
一
年
度
)
は
、

の
総
投
資
額
に
匹
敵
す
る
七
、

(

印

〉

化
、
省
力
化
を
す
す
め
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
」
。

」
れ
ま
で
の
三
回
に
わ
た
る
『
増
強
計
画
』

七

O
八
億
円
を
投
入
し
、

よ
り
徹
底
し
た
機
械
化
、

自
動

大
手
私
鉄
の
鉄
道
部
門
で
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
は
、
駅
業
務
の
自
動
化
と
し
て
出
改
札
業
務
全
般
に
わ
た
る
自
動
化
が
お
こ
な
わ
れ
て

い
る
。
た
と
え
や
は
京
浜
急
行
で
は
自
動
券
売
機
、
定
期
券
発
行
機
、
自
動
改
札
装
置
の
開
発
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
の
結
合
に
よ
っ
て
鉄
道

営
業
情
報
シ
ス
テ
ム
(
月
〉
冨
河
〉
印
)

に
よ
っ
て
、

各
種
乗
車
券
の
発
行
、
払
い
戻
し
、
窓
口
担
当
者
お
よ
び
管
理
単
位
の
決
算
の
自
動

化
を
完
成
し
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
っ
て
、

(

ω

)

 

が
省
力
化
で
き
た
と
い
う
。

八
五
二
人
の
人
員
を
要
す
る
と
こ
ろ
を
五
人
二
人
じ
削
減
し
二
七

O
人
も
の
人
員

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
駅
業
務
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
、
自
動
化
の
他
に
、
列
車
運
行
の
自
動
化
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
列
車
管
理
機
能

の
集
中
化
(
の
、
円
。
列
車
集
中
監
視
制
御
装
置
)
の
合
理
化
、
能
率
向
上
を
は
か
り
、
最
終
的
に
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御
を
組
込
ん
だ
ト

l

タ
ル
・
シ
ス
テ
ム
の
方
向
を
意
図
し
て
い
る
。
各
大
手
私
鉄
は
列
車
運
行
管
理
の
完
全
自
動
化
に
よ
り
鉄
道
部
門
全
体
の
ト
ー
タ
ル
・
シ

「
そ
の
意
味
で
は
第
四
次
輸
送
力

増
強
計
画
(
四
七
年

t
五
一
年
度
)
は
私
鉄
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
計
画
で
あ
り
、
省
力
化
計
画
化
で
あ
る
」
と
い
う
。

ス
テ
ム
化
を
め
ざ
し
、
昭
和
五
一
年
完
成
を
日
詮
に
早
い
テ
ン
ポ
で
そ
の
実
施
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

大
手
私
鉄
に
あ
ゥ
て
は
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は
以
上
の
よ
う
に
鉄
道
部
門
の
自
動
化
、
省
力
化
と
い
う
側
面
と
、
も

う
一
つ
の
側
面
つ
ま
り
私
鉄
企
業
の
多
角
経
営
化
、
ま
た
複
合
企
業
体
と
し
て
の
経
営
戦
略
を
さ
さ
え
る
手
段
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

わ
が
国
私
鉄
企
業
と
減
価
償
却
。
一
)

六
五



わ
が
国
私
鉄
企
業
と
減
価
償
却
(
ニ
〉

千キロ/人〉

47 48 49 50 51 

1，230，884 1，264，659 1，299，391 1，323，947 1，371，940 

("1.8) (2.7) (2.8) (1.9) (3.6) 

(105.8) (108.7) (111. 6) (113.8) (117.9) 

53，232 52，288 52，231 51，605 51，212 

("'3.2) ("1.8) ("0.1) ("1.2) ("0.8) 

(93.6) (91.9) (91.8) (90.7) (90.1) 

23，123 24，186 24，878 25，655 26，789 

(1.4) (4.6) (2.9) (3.1) (4~4) 

(113.0) (118.2) (121.6) (125.4) (130.9) 

人(単位:千キロ

部門の生産性の推移

六
六

た
と
え
ば
近
畿
日
本
鉄
道
の
ば
あ
い
、
鉄
道
、
パ
ス
、
百
貨

庖
な
ど
一
六

O
余
社
の
関
連
企
業
を
管
理
し
ト
ー
タ
ル
体
制

に
よ
る
売
上
げ
倍
増
を
ね
ら
い
総
合
的
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
を

す
す
め
て
い
る
。
す
で
に
昭
和
四
七
年
六
月
の
第
一
次
計
画

で
、
わ
が
国
で
初
め
て
と
い
う
斗
印
印
超
大
型
ユ
ニ
パ
ッ
ク

H
H
H
Q

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
搬
入
と
、
関
連
企
業
の
連
携
化
の
た

め
総
合
的
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
乗
り
だ
し
、
昭
和
四
九
年
三
月

よ
り
始
ま
ろ
対
車
運
行
シ
ス
テ
ム
、
鉄
道
技
術
シ
ス
テ
ム
を

(
間
同
)

ふ
く
め
て
三
年
間
(
二
次
計
画
)
で
完
了
さ
せ
る
と
い
う
。

こ
う
し
た
総
合
的
オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
私
鉄
企
業
の
多
角
経
営

(
m
w
)
 

化
を
促
進
、
強
化
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

す
な
わ
ち
、
大
手
私
鉄
で
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
シ
ス
テ
ム

の
導
入
は
、
第
一
に
は
鉄
遺
部
門
に
お
い
て
は
新
線
建
設
と

い
う
莫
大
な
資
金
を
必
要
と
す
る
投
資
を
で
き
る
だ
け
避
け

手14社平均。

な
が
ら
既
設
の
路
緑
、
車
両
を
基
礎
に
し
て
、
こ
れ
を
補
強

し
な
が
ら
過
密
ダ
イ
ヤ
、

ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
、
列
車
編
成
の

長
大
に
よ
る
輸
送
増
強
を
、

よ
り
少
い
人
員
で
達
成
す
る
た



大手私鉄軌道

年 度

一-----------

45 46 
項 目

車 両 走 行 キ ロ (A) 1，163，960 1，253，224 

対前年増加率(%) (7，7) 

(45 年 度 基 準〉 (100.0) (107.7) 

人 員 (B) 56，872 54，969 

対前年増加率(%) ("'3.3) 

(45 年 度 基 準〉 (100.0) (96.7) 

生 産 性一L ((-AB 〕〉 20，466 22，799 

対前年増加率(%) (11.4) 

(45 年 度 基 準〉 (100.0) (111.4) 

第36表

(民鉄申請〉

わ
が
国
私
鉄
企
業
と
減
価
償
却
つ
一
)

(1)車両走行キロは，標準車両に換算したものである。数値は西武を含む大

(2) ~経営に関する資料~ (私鉄総連， 1976年4月) 3ページ。
注

め
に
機
能
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
種
々
の
兼
業
部
門
に
わ
た

る
私
鉄
企
業
の
全
体
の
活
動
を
統
制
、
管
理
す
る
た
め
に
重

〈

臼

)

要
な
役
割
を
は
た
し
て
い
る
。

さ
て
、
大
手
私
鉄
で
は
借
入
金
に
よ
っ
て
多
額
な
不
動
産

へ
の
投
資
を
実
施
し
て
き
た
。

つ
ぎ
に
こ
の
大
手
私
鉄
の
保

有
販
売
土
地
の
状
況
を
昭
和
四
九
年
度
に
つ
い
て
各
社
ご
と

に
第
訂
表
に
し
め
す
。
こ
れ
に
よ
る
と
、

と
く
に
東
武
、
京

成
、
東
急
、
名
鉄
に
お
い
て
莫
大
な
商
品
土
地
を
所
有
し
て

い
た
状
況
が
わ
か
る
。
ま
た
大
手
私
鉄
の
所
有
販
売
土
地
の

内
容
を
み
る
と
、
全
体
で
は
各
社
の
沿
線
に
所
有
す
る
土
地

が
四
、

O
一一一

O
億
円
、
沿
線
外
に
所
有
す
る
土
地
が
二
、
六

。
六
億
円
と
な
っ
て
お
り
、
沿
線
外
に
所
有
す
る
土
地
が
全

体
の
四

O
パ
ー
セ
ン
ト
あ
ま
り
に
も
達
し
て
い
る
。

と
く
に

名
鉄
、
西
武
で
は
多
額
な
土
地
を
沿
線
外
に
所
有
し
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
大
手
私
鉄
で
は
自
社
路
線
運
行
と
直
接
に

か
か
わ
り
の
な
い
地
域
に
多
額
な
販
売
土
地
を
所
有
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
区
域
別
に
み
る
と
沿
線
で
は

六
七



ね
が
国
私
鉄
企
業
と
減
価
償
却
円
、
二
〉

100万円， 1，000 m') 

沿 線 外
17rt当りA日h 計 面 積E街益|事長年lその他|小 計
簿価(円〕

7，390 11，887 3，384 22，611 80，396 16，232 4，953 

13，392 7，634 49 21，075 28，510 4，795 5，946 

16，301 12，359 13，377 42，037 80，591 23，893 3，373 

1(i，911 2，467 9，156 28，534 51，667 8，176 6，319 

7，297 6，691 8，154 22，142 46，216 10，714 4，314 

7，u16 7，796 12，802 27，614 79，565 16，218 4，906 

1，076 1，443 2，547 5，066 48，722 11，078 4，398 

6，890 30，398 7，299 44，587 66，192 67，492 981 

681 800 267 1，748 42，697 11 ，086 3，851 

929 254 1，183 21，406 9，449 2，265 

9，842 1，099 .695 11 ，636 42，364 6，946 6，099 

4，792 4，792 43，433 3，209 13，535 

13，475 3，439 409 17，323 18，960 4，152 4，566 

8，037 1，660 574 10，271 12，901 3，139 4，129 

8，9671…l…1196，5791 3，376 

州一 119ふ5791

(単位

現在〉帳簿価額(昭和49年度末

7てL
/¥. 

市
街
化
区
域
、
市
街
化

調
整
区
域
と
い
っ
た
住

宅
地
の
所
有
が
多
い
の

に
た
い
し
て
、
沿
線
外

で
は
そ
の
他
の
区
域
に

も
多
額
な
土
地
を
所
有

し
て
い
る
。
こ
う
し
た

自
社
路
線
の
運
行
と
直

め有価証券報告書の値と一部相違する。

接
か
か
わ
り
を
も
た
な

い
し
か
も
そ
の
他
の
区

域
の
土
地
は
、
地
価
が

低
い
た
め
面
積
に
よ
っ

て
み
る
と
莫
大
な
も
の

と
な
る
。
す
な
わ
ち
、

大
手
私
鉄
全
体
で
は
沿

線
外
に
全
体
の
六
四
パ

1
セ
ン
ト
に
あ
た
る



大手私鉄の保有販売土地の

沿 線
会 社

市街化区域 | 喜雀主化費| その他 計

東 武 18，619 35，787 3，329 57，735 

西 武 1，634 5，801 7，435 

京 成 22，947 15，607 38，554 

京 壬 11，935 11， 155 43 23，133 

小田急 16，764 7，310 24，074 

東 急、 50，717 1，234 51，951 

京 浜 22，149 21，507 43，656 

名 鉄 7，057 13，751 797 21，605 

近 鉄 11，281 18，077 11，591 40，949 

南 海 4，875 4，383 10，965 20，223 

京 阪 28，524 2，204 30，728 

阪 急、 26，911 11，730 38，641 

阪 神 1，570 67 1，637 

西 鉄 1，027 1，663 2，690 

A口. 計 403，011 

合計面積 69，953 

第37表

わ
が
国
私
鉄
企
業
と
減
価
償
却
合
一
〉

上記の値は，京成では借地権，京王，京浜では商品建物を除外したた

『経営に関する資料~ (私銑総連， 1976年4月〉より作表。

(1) 

(2) 

注

二
六
百
万
平
方
メ

i
ト

ル
の
土
地
を
所
有
し
、

し
か
も
そ
の
五
七
パ

1

セ
ン
ト
を
そ
の
他
の
区

域
に
保
有
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
土
地
保
有

の
状
況
は
、
大
手
私
鉄

が
輸
送
力
増
強
計
画
に

も
と
づ
い
て
自
社
の
沿

線
の
宅
地
造
成
に
よ
る

高
収
益
を
計
画
し
て
い

る
こ
と
に
加
え
て
、
自

社
の
路
線
運
行
に
か
か

わ
る
計
画
と
は
別
の
時

点
で
、
商
品
土
地
の
売

買
に
よ
る
高
収
益
の
実

現
を
計
画
し
て
い
る
こ

九



わ
が
国
私
鉄
企
業
と
減
価
償
却
(
二
)

七。

と
を
し
め
し
て
い
る
。
大
手
私
鉄
の
商
品
土
地
へ
の
投
資
は
、
輪
送
力
増
強
と
直
接
む
す
び
つ
い
た
商
品
土
地
へ
の
投
資
と
わ
が
国
の
高

度
経
済
成
長
の
も
と
で
の
地
価
高
騰
を
予
測
し
て
取
得
さ
れ
た
も
の
と
い
う
二
つ
の
内
容
か
ら
な
る
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か

「
鉄
道
の
道
展
し
て
き
た
沿
辛
か
ら
み
て
、
鉄
道
部
門
と
不
動
産
の
兼
業
部
門
と
は
血
と
肉
の
よ
う
な
関
係
で
切

り
離
し
て
み
る
こ
と
は
で
き
た
い
」
も
の
で
あ
っ
て
、
大
手
私
鉄
の
高
品
土
地
へ
の
投
資
は
、
輸
送
力
増
強
の
計
画
を
前
提
に
し
て
組
み

し
、
い
ず
れ
に
し
ろ

立
て
ら
れ
て
い
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
さ
、
り
に
資
本
に
と
っ
て
の
高
収
益
の
実
現
と
い
う
視
点
か
ら
展
開
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
以
上
の
よ
う
な
販
売
土
地
の
保
有
額
は
、
帳
簿
価
額
(
取
得
価
額
)
に
よ
る
値
で
あ
っ
て
時
価
と
は
い
ち
じ
る
し
く
異
な
る
。

た
と
え
ば
、
昭
和
四
七
年
三
月
末
現
夜
の
東
急
の
状
況
に
つ
い
て
和
光
証
券
調
査
部
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

「
販
売
用
不
動

産
を
一
、
一
ニ
六
一
万
九
、

0
0
0平
方
メ
ー
ト
ル
所
有
し
て
お
り
、
そ
の
簿
価
は
四
七
四
億
五

O
O万
円
で
、

一
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り

の
簿
価
は
三
、
四
入
一
円
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
含
み
が
あ
る
と
み
ら
れ
る
多
欝
田
園
都
市
の
一
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
時
価
を
『
地
価
公

成
費
な
ど
の
投
下
資
本
を
加
え
て
の
も
の
で
、
こ
れ
を
考
慮
す
る
と
、
実
質
含
み
は
て

二
六
億
九
、

た
だ
し

悶の
(i ，可

円価
令は

同簿
と価
な66~三
λ.....j lf又
己得
後
σコ
、と色

1旦

大
手

か
ら
四
万
五
、

0
0
0円
と
推
定
す
る
と
、
時
価
総
額
は
二
、

五
六
五
億
円
と
な
る
。

私
鉄
の
所
有
す
る
販
売
土
地
は
、
実
質
的
に
は
第
幻
表
の
値
よ
り
か
な
り
大
き
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

以
上
の
よ
う
な
、
自
己
金
融
を
補
助
的
な
役
割
と
し
な
が
ら
な
き
れ
て
き
た
借
入
金
に
よ
る
設
備
投
資
お
よ
び
不
動
産
投
資
の
実
態
に

く
わ
え
て
、
大
手
私
鉄
で
は
、
ア，
k、

σ) 

の
多
角
化
に
対
応
し
て
多
額
な
関
連
会
社
へ
の
投
資
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
昭
和
四
九
年
度
に

つ
い
て
み
る
と
、
大
手
私
鉄
全
体
で
四
、
二

O
九
億
円
の
投
資
を
お
こ
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
資
産
合
計
の
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
達

〈

m引
)

す
る
額
に
な
っ
て
い
る
c

す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
は
主
と
し
て
個
別
的
な
私
鉄
に
つ
い
て
資
金
の
源
泉
と
運
用
と
い
う
視
点
か
ら
分
析
し
て

き
た
が
、
大
手
私
鉄
で
は
子
会
社
に
よ
る
投
資
を
と
お
し
て
不
動
産
開
発
の
み
な
ら
ず
観
光
、

サ
ー
ビ
ス
、
百
貨
庖
と
い
う
よ
う
に
そ
の



事
業
規
模
を
拡
大
、
多
角
化
し
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
大
手
私
鉄
の
分
析
は
こ
う
し
た
子
会
社
の
実
態

(
間
山
)

を
も
含
め
て
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
こ
で
は
と
く
に
個
別
的
な
大
手
私
鉄
の
枠
内
に
限
定
し
て
、
そ
の
資
金
の
運
用
と
調
達

を
検
討
し
た
。

(
回
)
(
臼
)
『
交
通
年
鑑
』
(
昭
和
四
九
年
版
、
交
通
協
力
会
出
版
部
〉
二
七
一
ペ
ー
ジ

(
日
)
(
日
〉
『
私
鉄
・
パ
ス
事
業
に
お
け
る
公
共
負
担
の
実
態
及
び
財
政
、
税
制
、
金
融
措
置
の
現
状
』

月
)
一
二
一
一

1
一
二
三
一
ペ
ー
ジ

(
回
)
「
J

座
談
会
、
民
鉄
経
営
と
社
会
的
責
任
」
(
『
運
輸
と
経
済
』
一
二
五
巻
一

O
号
、
一
一
ペ
ー
ジ
)
で
の
川
崎
千
春
氏
の
発
言

(
貯
)
『
小
田
急
、
ギ
ュ
ウ
ギ
ュ
ゥ
、
値
よ
げ
急
』
(
東
京
消
費
者
団
体
連
絡
会
)
六
ペ
ー
ジ

(
回
)
『
大
手
民
鉄
の
素
顔
』
(
日
本
民
営
鉄
道
協
会
、
昭
和
四
八
年
一

O
月
)
一
六
ペ
ー
ジ

(
印
)
『
調
査
資
料
』
(
国
鉄
労
働
組
合
調
査
資
料
室
、
ぬ
お
)
四
三
ペ
ー
ジ

(
印
)
大
石
英
夫
「
省
力
化
の
必
要
性
と
サ
ー
ビ
ス
の
制
約
」
『
運
輸
と
経
済
』
三
四
巻
八
号
、
二
ハ
、
一
九
ペ
ー
ジ

(
臼
)
前
掲
『
調
査
資
料
』
ぬ
お
四
八
ペ
ー
ジ

(
臼
)
前
掲
『
調
査
資
料
』
ぬ
お
四
一
ペ
ー
ジ

ハ
出
)
東
京
急
行
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
導
入
の
状
況
と
そ
の
役
割
に
つ
い
て
は
「
経
営
分
析
東
京
急
行
電
鉄
株
式
会
社
(
下
)
」
独
占
分
析
研
究
会
(
『
経

済
』
一
九
七
四
年
二
一
月
号
)
に
く
わ
し
い

(
臼
)
私
鉄
、
国
鉄
、
陸
運
な
ど
の
運
輸
業
の
情
報
シ
ス
テ
ム
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
運
輸
の
シ
ス
テ
ム
管
理
」
(
敷
田
、
近
藤
編
著
『
現
代

管
理
会
計
論
』
〉
を
参
照
さ
れ
た
い

(
日
)
沿
線
利
用
者
と
の
交
渉
に
出
席
し
た
京
成
電
鉄
梶
木
専
務
の
発
言
『
大
手
私
鉄
運
賃
値
上
げ
反
対
運
動
の
た
め
に
』

会
、
一
九
七
三
年
一
一
月
)
二
一
ペ
ー
ジ

(
侃
)
『
企
業
の
含
み
資
産
』
和
光
証
券
調
査
部
編
、
一
四
一
ペ
ー
ジ

(
釘
)
『
私
鉄
統
計
年
報
』
(
運
輸
省
鉄
道
監
督
局
)
よ
り
算
出

(
私
鉄
総
連
交
通
政
策
部
、
一
九
七
六
年

(
日
本
労
働
組
合
総
評
議

わ
が
国
私
鉄
企
業
と
減
価
償
却
合
一
)

七



わ
が
国
私
鉄
企
業
と
減
価
償
却
(
二
ν

七

(

m

∞
〉
東
京
急
行
お
よ
び
東
武
鉄
道
の
関
連
会
社
を
ふ
く
め
た
多
角
化
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
独
占
分
析
研
究
会
「
経
営
分
析
東
京
急
行
電
鉄
株
式
会

社
(
上
〉
、
(
下
)
」
「
経
営
分
析
東
武
鉄
道
株
式
会
社
ハ
上
〉
」
(
『
経
済
』
一
九
七
四
年
一

O
月
号
、
二
一
月
号
、
一
九
七
六
年
三
月
号
)
に
お
い
て
分

析
さ
れ
て
い
る
。

、‘，，，an--孔

大
手
私
鉄
と
「
赤
字
」

大
手
私
鉄
の
近
年
の
鉄
道
部
門
に
お
け
る
大
幅
な
「
赤
字
」
は
い
わ
ゆ
る
「
前
識
」
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
あ
ば
い
と
く
に
運
賃
値
上

げ
に
関
連
し
て
「
赤
字
」
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
と
く
に
運
賃
値
上
げ
と
の
関
連
で
「
赤
字
L

の
も
っ
て
い
る

内
容
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

「
赤
字
」
の
状
況
に
つ
い
て
、

た
と
え
ば
大
手
私
鉄
の
団
体
で
あ
る
日
本
民
営
鉄
道
協
会
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
ろ
。

「
民
鉄

の
鉄
道
部
門
で
は
運
賃
収
入
の
伸
び
悩
み
が
あ
り

一
方
経
費
面
で
は
資
本
費
、
人
件
費
な
ど
の
諸
経
費
の
増
加
に
よ
り
、

そ
の
収
支
は

年
々
悪
化
し
て
お
り
ま
す
。
大
手
私
鉄
一
四
社
の
鉄
軌
道
部
門
の
収
支
を
み
る
と
昭
和
四
六
年
度
で
一
八
一
二
億
円
の
赤
字
、

さ
ら
に
、
昭

和
四
七
年
度
で
は
収
入
二
、
五
一
九
億
円
に
対
し
、

支
出
二
、

八
六
一
億
円
で
三
四
二
億
円
の
大
幅
な
赤
字
と
な
っ
て
お
り
ま
す
」
。
大

手
私
鉄
で
は
、
年
々
増
加
す
る
輸
送
需
要
に
対
処
す
る
た
め
輸
送
力
の
増
強
、
安
全
強
化
、

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
日
額
の
資
金
を
投
入
し

借
入
金
利
息
お
よ
び
減
価
償
却
費
な
ど
の
資
本
費
が
膨
張
し
、
さ
ら
に
こ
こ
数
年
の
一
般
産
業
の
大
幅
な
賃
金
上
昇
の
影
響
を
受
け
た
べ

(
ω
)
 

!
ス
ア
ッ
プ
に
よ
っ
て
人
件
費
が
上
昇
し
、
こ
れ
が
経
営
を
庄
迫
す
る
二
大
要
因
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

す
な
わ
ち
、
民
鉄
協
会
に
よ
れ
ば
大
手
私
鉄
は
借
入
金
利
息
、
減
価
償
却
費
、
人
件
費
な
ど
の
重
圧
に
よ
っ
て
大
幅
な
「
赤
字
」
と
な

っ
て
お
り
、
年
々
そ
の
「
赤
字
」
が
増
大
し
て
き
て
い
る
と
い
う
。



民鉄協会発表の「赤字J(昭和49年度〉

〈単位 100万円〉

R2懇書
有価証券報告書による

損営CB業-外-A差〉ぷit: 社 名

議(B事〉塁一 I 全期事純利業益当

東 武 ム 8，974 .. 3，139 1，766 5，835 

西 武 ... 5，291 .. 1，513 1，033 3，778 

京 成 A 4，786 A 1，766 170 3，020 

京 王 A 2，763 883 1，041 3，646 

回 d 告b吉、 A 3，073 1，806 1，956 4，873 

東 急、 ム 3，872 ム 77 3，512 3，795 

京 浜 A 2，539 947 2，461 3，486 

名 鉄 .. 4，092 785 2，8G3 4，877 

近 鉄 企 5，768 2，266 3，809 8，030 

南 海 ... 7，637 ... 3，716 ... 3，383 3，921 

京 阪 A 4，483 18 1，779 4，501 

阪 急、 ム 4，790 2，227 750 7，017 

阪 神 ム 1，985 A 664 732 1，321 

西 鉄 ... 1，213 .. ふ 453 1，4'宮8 760 

メ口』 計 58，860 

第38表

わ
が
国
私
鉄
企
業
と
減
価
償
却
(
ニ
)

民
鉄
協
会
に
よ
る
と
、
昭
和
四

九
年
度
の
鉄
道
部
門
の
「
赤
字
」

『第14回全国消費者大会~ (全国消費者大会実行委員会)28ページ。

は
第
お
表
の
よ
う
に
な
っ
て
お

り
、
大
手
私
鉄
全
体
で
は
六

億
円
に
も
な
る
と
い
う
。
と
こ
ろ

で
、
こ
の
民
鉄
協
会
の
発
表
に
よ

る
と
「
赤
字
」
は
、

き
わ
め
て
政

策
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
に
注
意

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
諸
表

に
し
め
す
よ
う
に
有
価
証
券
報
告

書
に
よ
る
と
大
手
私
鉄
一
四
社
の

鉄
道
部
門
営
業
損
失
は
二
四
億
円

に
す
、
ぎ
ず
、

ま
た
人
玉
事
業
に
つ
い

て
の
当
期
締
利
益
は
二

C
C億
円

あ
ま
り
に
も
な
っ
て
い
る
Q

第

四
回
全
国
消
費
者
大
会
資
料
は
こ

注

の
聞
の
事
情
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
指

七



わ
が
国
私
鉄
企
業
と
減
価
償
却
(
二
)

(単位 100万円〉

空準害備額金 I特引別当償却金 1議金会輪 I準資備金本 I利準備益金 I積別立金途 1 計

一 一一
8.204 1.666 690 39，352 

418 333 2.561 2，306 7.040 21，097 

1，385 1，319 706 11，307 

883 650 5，958 1，849 2.050 26，028 

84 1，180 1，278 899 11，247 

180 334 4，126 1，434 1，597 16.096 

141 2，832 1，240 1，481 14，843 

5，114 1，737 485 21，629 

593 3，224 3，611 3，304 6，177 i 34，079 

1，545 3.906 1，601 1，420 22，474 

178 1，926 918 680 11，800 

154 3.799 970 683 11， 661 

300 1，566 5，191 814 900 15，762 

1，972 21，091 

川 5.4561 州 278，466 

期末残高(昭和49年度〕

七
ノ、

計
上
さ
れ
て
い
る
。

各
大
手
私
鉄
の
引
当
金
、
準
備
金
を
中

心
と
し
た
利
益
留
保
の
状
況
を
一
掃
却
表
に

よ
っ
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
よ

る
と
、
引
当
金
、
準
備
金
に
く
わ
え
て
資

本
準
備
金
、
利
益
準
備
金
、
別
途
積
立
金

に
よ
っ
て
昭
和
五

O
年
三
月
決
算
で
は

二
、
七
八
四
億
円
も
の
内
部
留
保
を
お
こ

な
っ
て
い
る
。
な
か
で
も
退
職
給
与
引
当

金
は
一
、
五
四
九
億
円
に
も
達
し
、
そ
の

重
要
性
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
て
、
こ
う
し
た
減
価
償
却
、
退
職
給

与
引
当
金
の
計
上
に
つ
い
て

た
と
え

ば
、
日
本
民
営
鉄
道
協
会
は
運
賃
値
上
げ

に
関
し
て
全
国
消
費
者
団
体
連
絡
会
が
減

価
償
却
、
退
職
給
与
引
当
金
を
訂
正
す
る

よ
う
に
と
申
し
入
れ
た
の
に
対
し
て
つ
ぎ



引当金，準備金等の

|者世間当主iL2|基督雲
東 武 28.792 

西 武 6，701 1，468 258 

京 成 7.897 

東 急、 11，497 1，171 1，970 

京 王 7，015 585 206 

国 急、 7，125 1，217 83 

京 浜 8.145 694 310 

名 欽 12，802 1，099 392 

近 鉄 16，870 290 10 

阪 急、 13，014 889 99 

阪 神 7，594 426 78 

南 海 900 

京 阪 312 83 7 

西 鉄 15，797 1，488 127 

計
1
15州 29 

第39~受

わ
が
国
私
鉄
企
業
と
減
価
償
却
(
三
V

の
よ
う
に
回
答
し
て
い
る
。

「
退
職
給
与

引
当
金
、
減
価
償
却
費
と
も
法
定
限
度
内

『第14回全国消費者大会~ (全国消費者大会実行委員会)30ページ。

で
計
上
し
た
も
の
で
あ
り
、
健
全
経
営
に

なす
措る
置た
はめ
とに
りは
得
なこ
Lロれ
LτL3を
減以帽

上手
σ〉る
主よ
張う

は
、
企
業
が
税
法
の
政
策
的
な
規
定
の
も

と
で
強
力
に
蓄
積
を
遂
行
し
て
い
く
姿
勢

を
よ
く
し
め
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
減
価
償
却
、
引
当
金
に
よ

る
費
用
の
拡
大
が
い
ち
じ
る
し
い
も
の
で

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、

つ
ぎ

に
こ
う
し
た
点
を
考
慮
し
て
、
企
業
の
財

務
状
態
を
把
握
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

こ
の
た
め
、
近
畿
日
本
鉄
道
に
つ
い
て
、

前
述
の
検
討
を
前
提
と
し
て
、

お
お
ま
か

に
減
価
償
却
に
つ
い
て
は
有
形
固
定
資
産

注

の
当
期
償
却
額
の
二
分
の
一
の
額
、

ま
た

七
七



わ
が
国
私
鉄
企
業
と
減
価
償
却
つ
一
）

（単位100万円，%）

当蜘日｜退職
純実利質益 総資本 公表情警事

決算期 利（A益〉 B〕 給引当与金 (A十B 利資A益×本率2 十 ~ 〕十B × 
十 C)

(D) 
(C) ID 2 ID 

昭42 和年 9 耳 1,918 968 874 

ヰ
3.6 7.1 

43 3 2,041 1,058 131 3, 117,395 3.4 5.5 

9 2,016 1,140 548 3, 126,065 3.2 5.8 

44 3 2,282 1,202 141 3,625 140,694 3.2 5.1 

9 2,388 1,358 782 4,528 152,525 3.1 5.9 

45 3 2,403 1,582 214i 山 91172,321 2.7 4.8 

9 2,496 2,107 1,224 5,827 187,075 2.6 6.2 

46 3 2,912 2,091 93 5,096 199,687 2.9 5.0 

9 3,355 2.081 1,473 

: : :::1 ~＇. 1, 
3.1 6.5 

47 3 3,078 2,127 5,290 234,180 2.6 4.5 

9 3,597 2,126 466 6,189 226,417 3.1 5.4 

48 3 3,531 2,199 197 5,927 245,762 2.8 4.8 

9 3,215 2,404 1,694 7,313 273,902 2.2 5.3 

49 3 2,294 2,495 218 5,007 1.5 3.4 

9 2,508 2,596 1,753 6,857 315,82 0.9 4.3 

50 3 1,300 2,5701 1,529 5,399 328,79 0.7 3.2 

近鉄の実質利益第40表

「退(1) 「減価償却」は有形固定資産の当期償却額の2分の1の額であり，

職給与引当金」 l土期末残高と期首残高の差額である純増加額である。

(2) 『有価証券報告書』より作表。

？主

七
八

退
職
給
与
引
当
金
に
つ
い

て
は
そ
の
期
末
残
高
と
期

首
残
高
の
差
額
で
あ
る
縄

増
加
舗
を
費
用
の
拡
大
に

よ
る
利
益
留
保
額
と
仮
定

し
て
、
第
的
表
を
作
成
す

る
。
第
的
表
で
は
近
鉄
の

八
王
事
業
に
つ
い
て
の
当
期

純
利
益
お
よ
び
内
部
留
保

額
を
考
慮
に
い
れ
て
、
資

本
利
益
率
を
算
出
し
た
。

」
れ
に
よ
る
と
、
近
鉄
の

公
表
資
本
利
益
率
は
従
来

一
パ
ー
セ
ン
ト
前
後
で
あ

っ
た
が
、
近
年
、
収
益
性

が
低
下
し
て
一
バ
！
セ
ン

ト
未
満
に
な
っ
て
い
る
。



し
か
し
、
利
品
留
保
で
ゆ
め
る
と
考
え
ら
れ
る
減
価
償
却
、
退
峨
給
与
引
当
金
p-
加
算
し
た
実
質
純
利
誌
に
よ
っ
て
資
本
利
益
率
を
算
定
す

る
と
六
パ
ー
セ
ン
ト
前
後
の
高
率
と
な
る
。
ま
た
近
年
の
公
表
資
本
利
益
率
の
低
下
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
質
的
に
は
ご
く
わ
ず
か
な
低

下
に
す
ぎ
ず
三

t
囚
パ
ー
セ
ン
ト
の
実
質
資
本
利
益
率
を
あ
げ
て
い
る
。
と
く
に
近
年
の
公
表
純
利
益
は
減
価
償
却
に
く
わ
え
て
退
職
給

与
引
当
金
の
政
策
的
な
計
上
に
よ
っ
て
い
ち
じ
る
し
く
縮
小
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

近
鉄
の
全
体
と
し
て
の
収
支
状
況

ふ
t

曲、

一
般
的
な
「
常
識
」
に
反
し
て
、
実
質
的
に
は
高
い
収
益
性
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

大
手
私
鉄
の
主
張
に
よ
る
と
、
私
鉄
企
業
の
不
採
算
出
は
と
く
に
鉄
道
部
門
の
「
赤
字
一
が
大
幅
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
こ
と
が
強
調
さ

れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
つ
ぎ
に
各
部
門
ご
と
の
収
益
性
の
状
況
に
つ
い
て
者
え
よ
う
。

す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
各
大
手
私
鉄
は
部
門
ご
と
の
純
利
益
お
よ
び
使
用
総
資
本
に
つ
い
て
公
表
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
つ
ぎ
の

よ
う
な
方
法
で
各
部
門
ご
と
の
純
利
益
お
よ
び
使
用
総
資
本
を
計
算
す
る
。

ま
ず
、
各
部
門
ご
と
の
純
利
益
を
つ
ぎ
の
算
式
に
よ
っ
て
算
出
す
る
。かヘ日
1
4
3
E神
間
二
一
戸
帰
路
苅
聖
同
十
(
罰
出
]
い
長
禅
譲
)

命日目
2
3君
主
昨
日
中
一
諸
3
3呼
出
川
主
跡
|
時
計
江
出
散
×

R

I

-

-

J

i

l

-

-

仲
叫
鴻
百
尚
南
間
十
廷
出
汁
」
日
制
芯

こ
の
算
式
ほ
す
で
に
指
摘
し
た
民
鉄
協
会
に
よ
る
営
業
外
費
用
の
配
分
に
準
じ
て
お
り
、

と
く
に
鉄
道
業
に
つ
い
て
は
分
母
を
小
さ
く

分
子
を
大
き
く
す
る
と
い
う
政
策
的
な
内
存
を
含
ん
で
い
る
が
、
各
部
門
の
純
利
益
を
竿
算
刊
す
る
た
め
便
宜
的
に
と
の
算
式
に
よ
っ
た
c

さ
ら
に
、
各
部
門
の
使
用
総
資
本
を
つ
、
ぎ
の
算
式
に
よ
っ
て
計
算
す
る
。

心
吋

H
d
E刊
訂
庁
一
品

喜一一
4
3
霊
堂
斗
山
口
言
3
3

四
一
同
時
野
忠
誠
哨
+
(
吉
区
砲
さ
時
q

支
部
己
注
+
薄
)
×
l

附
同
副

。
片
山
)
ヰ
噂
哨
川
市
(
」
λ
塑
同
附
岨
州
地
岬
)
打
。

τぺ
一
同
田
知
山
刊
什
怪
謝
意
時
主
将
斗
が

わ
が
国
私
鉄
企
業
と
減
価
償
却
合
一
)

七
九



」
げ
が
国
私
鉄
企
業
と
減
価
償
却
(
二
u

/¥._ 

o 

%) 

百貨底業

使用総資本(純利益!利益率 使用総資本i純利益|利益率
19，497 542 5，5 24，937 282 2.2 

22，104 932 8.4 27，645 480 3.4 

21，861 704 6.4 29，319 652 4.4 

25 380 1，170 9.2 31，708 925 5.8 

23，785 829 6.9 35，827 1，438 8.0 

29，264 1，214 8.3 40，577 2，171 5.3 

32，356 543 3.3 47，677 2，483 10.4 

36，979 1， 108 6.0 53，290 1，484 5.5 

34，761 327 1.8 62，505 1，758 

45，738 1，024 4.4 60，978 2，111 

12，024 79，761 2，772 6.9 

96，458 2，760 5.7 

103，241 2，635 5.1 

112，138 2，910 5.1 

121，760 4，607 7.6 

121，855 I 2，905 4.8 

考
慮
に
い
れ
て
実
質
的
な
純
利

」
の
算
式
で
は
、
各
部
門
ご

と
の
固
定
資
産
、
建
設
仮
勘
定

〈単位100万円

に
、
流
動
資
産
、
投
資
額
を
売

上
高
の
割
合
に
応
じ
て
配
分
す

る
c

こ
の
ば
あ
い
、
販
売
土
地

建
物
に
つ
い
て
は
固
定
資
産
と

同
様
に
取
り
扱
い
流
動
資
産
か

ら
は
控
除
し

付
帯
事
業
(
不

動
産
事
業
)
に
つ
い
て
は
こ
れ

を
加
算
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
前
述
の
各
部
門

ご
と
の
純
利
益
は

公
表
の
当

期
純
利
益
の
レ
ベ
ル
で
算
出
す

率

る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て

益

前
述
し
た
減
価
償
却
、
退
職
給

手リ

与
引
当
金
に
よ
る
利
益
留
保
を

l.iJj 



門

~gミ 道 業
決算期

使用総資本｜純利益｜利益留保｜利益率

昭和42年 9月 56,710 1,129 1,473 9.1 

43 3 63,829 744 951 5.3 

9 70,422 705 1,350 5.8 

44 3 78,895 311 1,074 3.5 

9 87,604 173 1, 712 4.3 

45 3 94,402 " 896 1,436 1.4 

9 101,432 ~‘ 770 2,164 3.7 

46 3 104,425 381 1,747 4.0 

9 108,190 808 2,843 6.7 

47 3 116,310 761 1, 769 4.3 

9 126,792 962 2,073 4.8 

48 3 140,757 946 1,916 4.0 

9 158,702 480 3,278 4.7 

49 3 172,553 " 474 2,170 1.9 

9 184,051 " 1, 956 3,479 1.6 

50 3 197,683 ,, 1,143 3,279 2.1 

部各(f) 鉄近第41表

わ
が
国
私
鉄
企
業
と
減
価
償
却
つ
一
）

「使用総資本J，「利益」，「利益留保」の算出については本文参照。
『有価証券報告書』より作表。

(1) 

(2) 

注

益
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
私

鉄
企
業
で
は
減
価
償
却
、
退
職

給
与
引
当
金
の
計
上
は
、
大
部

分
鉄
道
業
に
か
か
わ
る
も
の
で

あ
る
。

た
と
え
ば
、
近
鉄
の
昭

和
五

O
年
三
月
決
算
で
は
減
価

償
却
費
は
全
体
の
九
一
パ

l
セ

ン
ト
、
人
件
費
は
八
五
パ

l
セ

ン
ト
が
鉄
道
業
に
か
か
わ
る
も

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

ひ

か
え
め
に
第
却
表
の
減
価
償
却

お
よ
び
退
職
給
与
引
当
金
の
額

の
八

O
パ
ー
セ
ン
ト
を
鉄
道
業

の
利
益
留
保
額
と
考
え
て
加
算

す
る
。
す
な
わ
ち
便
宜
的
に
有

形
固
定
資
産
の
当
期
償
却
額
の

二
分
の
一
と
退
職
給
与
引
当
金

／＼、



わ
が
国
私
鉄
企
業
と
減
価
償
却
(
二
)

入

の
期
末
残
高
と
期
首
残
高
の
差
額
の
合
計
額
の
八

O
パ
ー
セ
ン
ト
を
鉄
道
業
の
利
益
留
保
額
と
考
え
る
。
他
の
部
門
に
つ
い
て
は
、
利
益

留
保
の
額
は
相
対
的
に
小
さ
い
も
の
で
あ
り
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
視
点
か
ら
無
視
す
る
。
以
上
の
よ
う
に
し
て
第
社
表
を
作
成
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
な
お
、
第
札
表
で
は
自
動
車
業
は
使
用
総
資
本
は
全
体
の
三

1
二
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
な
い
た
め
省
略
し
た
。

第
必
表
に
よ
る
と
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
な
大
手
私
鉄
の
鉄
道
業
の
「
赤
字
」
、

す
な
わ
ち
借
入
金
利
息
、

減
価
償
却
費
、

人
件
費

の
重
圧
に
よ
る
「
赤
字
」
は
、
会
計
に
よ
る
費
用
の
拡
大
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
近
鉄
の
鉄
道
業
で
は
、
近
年
、
四

1
五

パ
ー
セ
ン
ト
も
の
、
資
本
利
益
率
を
あ
げ
て
き
て
お
り
、

ま
た
昭
和
四
九
年
三
月
期
決
算
以
降
に
あ
っ
て
も
二
パ
ー
セ
ン
ト
前
後
の
資
本
利

益
率
を
あ
げ
て
い
る
。
ま
た
、
百
貨
庄
業
で
は
高
収
益
を
実
現
し
て
い
る
状
況
の
も
と
で
昭
和
四
七
年
に
分
離
さ
れ
た
。

と
と
ろ
で
、
付
帝
事
業
は
地
所
家
屋
事
業
、
食
堂
事
業
、
劇
場
事
業
か
ら
な
る
が
、

そ
の
大
部
分
す
な
わ
ち
昭
和
五

Q
年
三
一
月
決
算
で

は
売
上
総
利
益
で
そ
の
九

O
パ
ー
セ
ン
ト
あ
ま
り
が
地
所
家
屋
事
業
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
付
帯
事
業
は
実
質
的
に
は
不
動
樫
事
業
で
あ

る
と
考
え
て
よ
い
。
こ
の
付
帯
事
業
に
つ
い
て
み
る
と
、
鉄
道
業
の
利
益
率
の
低
下
に
対
応
し
て
、
高
い
利
益
率
を
実
現
し
て
き
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
昭
和
四
五
年
九
月
決
算
で
は
一

O
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
も
の
利
益
率
を
あ
げ
て
い
る
。
鉄
道
業
に
お
け
る
収
益
力
の
低
下

は
付
帯
事
業
の
高
収
益
性
に
よ
っ
て
お
ざ
な
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
第
組
表
で
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、
近
鉄
全
体
で
は
王

t
六

パ
ー
セ
ン
ト
前
後
の
長
期
的
に
安
定
し
た
資
本
利
益
率
を
実
質
的
に
は
実
現
し
て
き
て
い
る
。

こ
の
長
期
的
に
安
定
し
た
資
木
利
益
率
の
実
現
は
た
ま
た
ま
実
現
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
近
鉄
の
長
期
的
な
計
画
の
も
と
に
実
現
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
近
鉄
で
は
鉄
道
、
百
貨
居
、
不
動
産
と
い
っ
た
各
部
門
の
利
益
率
が
、
こ

こ
で
指
摘
し
た
実
質
的
な
値
に
近
い
か
た
ち
で
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
で
あ
ろ
う
。
近
鉄
で
は
公
表
の
利
益
お
よ
び
利
義
率

以
前
に
、
実
質
的
な
利
益
お
よ
び
利
益
率
を
各
部
門
ご
と
に
認
識
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
全
体
と
し
て
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
た
長
期
的
に
安
定



し
た
高
い
資
本
利
益
率
を
あ
げ
て
い
る
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
公
表
の
利
益
が
費
用
の
拡
大
に
よ
っ
て
縮
小
さ
れ
る
状
況
は
、

「
同
設
備
投
資
と
資
金
の
源
泉
」
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
利
益
の
縮
小
す
な
わ
ち
利
益
留
保
に
よ
る
資
金
の
確
保
を
意
味
し
て
お
り
、
こ

の
資
金
の
確
保
は
近
鉄
の
投
資
計
画
と
一
体
と
な
っ
て
計
画
さ
れ
て
い
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

す
で
に
指
摘
し
た
現
実
の
固
定
資
産
の
状

況
と
は
か
け
離
れ
た
償
却
計
算
、

ま
た
現
実
の
退
職
金
の
支
給
と
は
か
け
離
れ
た
退
職
給
与
引
当
金
の
設
定
な
ど
に
よ
る
利
益
の
留
保

は
、
固
定
資
産
の
現
実
的
な
減
価
お
よ
び
現
実
の
退
職
金
の
支
給
に
つ
い
て
の
認
識
を
前
提
と
し
て
、
企
業
の
計
固
化
さ
れ
た
蓄
積
、
よ

り
具
体
的
に
は
設
備
お
よ
び
不
動
産
へ
の
投
資
に
つ
い
て
の
計
画
の
な
か
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
近
鉄
の
近
年
の
「
赤
字
」
は
、
減
価
償
却
、
引
当
金
さ
ら
に
金
利
の
配
賦
に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
否

定
で
き
な
い
事
実
で
あ
る
。
ご
う
し
た
状
、
泌
は
、
す
で
に
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
大
手
私
鉄
で
は
一
般
的
に
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
大

手
私
鉄
の
「
赤
字
」
は
、

い
わ
ば
「
常
識
」
と
な
っ
て
お
り
、

い
か
に
会
計
が
こ
の
「
常
識
」
を
創
出
す
る
た
め
に
重
要
な
役
割
を
は
た

し
て
い
る
か
が
わ
か
る
。
と
く
に
会
計
に
よ
る
大
子
私
鉄
の
「
赤
字
し
の
創
出
は
、
以
上
の
「
常
識
」
を
背
景
と
し
て
運
賃
似
上
げ
に
関

し
て
き
わ
め
て
重
要
な
役
割
を
は
た
し
て
い
る
。

大
手
私
鉄
で
は
、
運
賃
改
定
の
た
め
の
収
支
計
算
を
お
こ
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
状
況
を
大
手
一
四
社
に
つ
い
て
第
必
表
に
し
め
す
。

第
必
表
は
、
総
括
原
価
方
式
に
よ
っ
て
営
業
費
に
営
業
外
費
用
(
た
だ
し
金
融
費
用
を
の
ぞ
く
)
を
加
え
た

「
適
正
原
価
L

「
公
正
な

報
酬
」
と
し
て
の
「
事
業
報
酬
」
を
付
加
し
た
支
山
と
、
収
入
の
状
況
を
し
め
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
運
賃
算
定
の
慕
礎
と
し
て
摘
用

さ
れ
る
総
括
原
価
主
義
は
、
不
動
産
事
業
、
百
貨
屈
な
ど
の
異
質
な
兼
業
を
お
こ
な
う
私
鉄
の
鉄
道
部
門
の
金
融
費
用
の
配
賦
が
困
難
で

あ
る
た
め
、
便
宜
的
な
方
法
と
し
て
「
事
業
報
酬
」
の
な
か
で
金
融
費
用
を
回
収
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
J
V
o

さ
て
、
第
必
表
に
よ
る
と
昭
和
四
七

t
四
九
年
度
の
実
緩
で
は
総
支
出
が
総
収
入
を
大
幅
に
上
回
り
、
年
々
「
赤
字
」
の
額
が
増
大
し

わ
が
国
私
鉄
企
業
と
減
価
償
却
(
二
)

A 



実績及び推定(事業報酬ベース〉 (単位:100万円 %) 

50 年 度(推定〉 51 年 度〈推定〉
49年度(実績〉

現行制度 1 申請制度

!対日IJ年 81対前年 対前年 対前年 対前
284，7201 124.0 319，4281 112.21 351， 1821 123.3 328，4211 102.81 426，5241 121 

166，4781 123.0 183，7871 110.41 200，9841 120.7 190，9281 103.91 243，2661 121 

118，2421125.6 135，6411 114.71 150，1981 127.0 137，4931 101.41 183，2581 122 

3，4461 108.6 3.6241105.21 3，6231 105.1 3，3691 93.01 3，3691 93.01 

28，1761 110.3 33，2021 117.81 33，0521 117.3 36，7521110.71 36，4221110.2 

1，330 128.1 1，447 108，8 1，447 108.8 1，566 108.2 1，566 108.2 

317，672 122.5 357，701 112.6 389，304 122.5 370，108 103.5 467，881 120.2 

8，359 128.5 3，415 40.9 3，415 40.9 3，754 109.9 3，754 109.9 

326，0311 122.7 361，116 110.8 392，719 120.5 373，8621 103.5 471，635 

18印 86!1印 9197，969 106.6 197，969 106.6 220，358lm3 220，358 111. 

22 ，8481 121.1 35，629 155.9 35，629 155.9 40，1091112.6 40，109 112. 

55，560 136.5 63，125 113.6 63，125 113.6 67，770 107.4 67，770 

10，974 111.5 13，184 120.1 13，184 120.1 15，590 118.2 15，590 118.2 

42，842 99.4 43，226 10O.9 43，226 100.9 46，882 108.5 46，882 108.5 

317，850 128.6 353，133 111.1 353，133 111.1 390，709 110.6 390，709 110.6 

4，300 111.4 4，996 116.2 4，996 5，459 109.3 5，459 109.3 

4，585 96.1 5，868 128.0 5，868 128.0 5，869 100.0 5，869 100.0 

60，561 91.0 71，318 117.8 71，318 117.8 78，062 109.5 78，062 109.5 

387，296 120.2 435，315 112.4 435，315 112.4 480，099 110.3 480，099 110.3 

A 8，464 

51. 7 

わ
が
国
私
鉄
企
業
と
減
価
償
却
，-" 

一、.../

/¥ 
四



大手私鉄14社鉄軌道収支の

47年度(実績〉 ，48年度〔実績〕

第42表

77〈工
I I対前年
一i229，5241104.1 220，443 賃運

期

客方主

1 135，3511 105.4 128，358 タト

期

定

定

総

94，1731102.3 92，085 

3，1721 96.7 3，280 賃運他σ〉ゅ

dご

25，5531119.9 

1，0381111.6 

21，315 

9301 

収

厚生福利施設収入

営業収 J

外

雑輸運収

わ
が
国
私
鉄
企
業
と
減
価
償
却
〈
二
)

1 259，2871105.4 245，968 ¥ 

一1 6，50訓110.35，895 益

計

収

総

業営入

251，863 

人

修

113，763 費件

入収

17，848 費

費

繕

40，6951104.7 38，877 経他σコそ
総

9，8461 124.7 戸、u
n

u

d

ハ3
0

6

0

D

A

U

 

，
，
 

円

t

A
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税諸

43，0811107.5 費去P償

費

価

業

減

-1247.0731113.1 

3，8601 127.3 

218，472 

3，032 

用計

(言語ヂ)
税等

酬

営

営業外費用

法

支

-1 4，7721 86.9 5，4941 人

-1 66，5211 112.6 59，093 卒R業事

支

出

-1322，2261112.6 

差

286，091 

l J，〆 ム日

I 88o I 

I 51. 6 I 

計

号!

主主出

八
五 82.5 F ふ.

平支収

58.6 

1宝

人件費の対旅客運賃比率

運輸省資料「大手民鉄鉄軌道収支状況〈実績及び推計)(その 1)J 



わ
が
国
私
鉄
企
業
と
減
価
償
却
(
二
)

八
六

て
き
て
い
る
。
ま
た
、
五

0
年
度
以
降
に
つ
い
て
も
値
上
げ
が
実
現
さ
れ
た
と
し
て
も
「
赤
字
」
が
続
く
と
い
う
。
そ
れ
で
は
こ
の
収
支

計
算
は
ど
の
よ
う
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
う
か
。

第
必
表
の
収
支
計
算
で
は
、
総
支
出
の
拡
大
が
様
々
な
か
た
ち
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
人
件
費
に
つ
い
て
み
る
と
、
こ
の
な

ハ
お
)

か
に
は
税
法
限
度
内
の
退
職
給
与
引
当
金
へ
の
引
当
額
が
算
入
さ
れ
る
と
い
う
。
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
税
法
の
退
職
給
与
引
当
金
は

き
わ
め
て
政
策
的
な
内
容
と
な
っ
て
お
り
引
当
金
の
う
ち
実
際
に
退
職
金
と
し
て
支
払
わ
れ
た
額
を
こ
え
る
も
の
は
費
用
の
水
増
し
と
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
大
手
私
鉄
一
四
社
の
退
職
給
与
引
当
金
の
純
増
加
額
を
第
必
表
に
よ
っ
て
み
る
と
、
昭
和
四
九
年
七
月
、
昭
和

五
一
心
年
一
一
一
月
の
運
賃
値
よ
げ
を
背
景
と
し
て
、
川
町
和
四
八
年
度
に
は
前
年
度
に
た
い
し
て
一
・
四
倍
、
昭
和
問
九
年
度
に
は
一
・
九
倍

も
の
退
職
給
与
引
当
金
を
計
上
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
結
果
、
第
必
表
の
人
件
費
は
昭
和
凹
八
年
度
に
は
対
前
年
度
比
で
一
・
二

倍
、
昭
和
四
九
年
度
に
は
一
・
四
倍
に
も
増
加
し
て
い
る
が
、
退
職
給
与
引
当
金
に
よ
る
人
件
費
の
水
増
分
を
控
除
す
る
と
昭
和
四
八
年

度
一
・
一
倍
、
昭
和
四
九
年
度
一
・
二
一
倍
の
増
加
と
な
り
第
必
表
の
営
業
費
用
合
計
の
増
加
率
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
す
な
わ
ち
、
大
手
私

鉄
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
た
人
件
費
の
高
騰
に
よ
る
「
赤
字
」
は
、
人
件
費
の
水
増
し
に
よ
る
「
赤
字
し
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に

第
必
表
に
よ
っ
て
昭
和
五
ハ
)
年
度
以
降
に
つ
い
て
み
る
と
、

そ
の
増
加
率
が
極
度
に
お
さ
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
第
必

表
の
人
件
費
の
対
旅
客
運
賃
比
率
に
つ
い
て
も
、
実
質
的
な
人
件
費
を
基
礎
に
考
え
る
な
ら
ば
、
昭
和
四
九
年
度
で
は
六
五
パ

l
セ
シ
ト

が
五
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
る
。

つ
ぎ
に
、
第
必
表
に
よ
る
と
多
額
な
修
繕
費
、
減
価
償
却
費
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
す
で
に
詳
し
く
検
討
し
た
よ
う
に
固
定
資
産
価

値
の
実
質
的
な
維
持
の
た
め
の
修
繕
費
と
、
固
定
蛍
産
の
減
価
の
認
識
と
し
て
の
減
価
償
却
費
が
二
重
に
計
上
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ

っ
て
多
額
な
費
用
が
水
増
し
さ
れ
て
い
る
し
す
で
ト
い
み
た
第
紛
表
で
は
、
減
価
償
却
費
の
二
分
の
一
の
額
を
費
用
の
水
増
分
と
し
て
一
定
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品
十
」

の
試
算
を
こ
こ
ろ
み
た
。
ま
た
、
第
必
表
で
は
支
出
の
な
か
に
法
人
税
等
が

計
上
さ
れ
る
が
、

「
赤
字
」
で
あ
る
鉄
軌
道
部
門
か
ら
の
法
人
税
の
計
上

は
、
当
部
門
へ
の
過
大
配
賦
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

さ
い
ご
に
、
総
括
原
価
主
義
に
よ
る
「
事
業
報
酬
」
に
つ
い
て
指
摘
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
事
業
報
酬
」
は

営
業
費
用
に
営
業
外
費
用
(
支
払

利
息
を
の
ぞ
く
)

を
加
え
た

「
適
正
原
価
」

と
と
も
に
運
賃
収
入
を
中
心
と

す
る
扶
軌
道
収
入
に
よ
っ
て
補
償
さ
れ
る
べ
き
「
適
正
利
潤
」
と
し
て
計
算

さ
れ
る
c

す
な
わ
ち

「
適
正
原
判
」
と
「
事
業
報
酬
」
が
「
総
括
原
価
」

と
し
て
運
賃
収
入
に
よ
っ
て
補
償
さ
れ
る
よ
う
な
運
賃
が
決
定
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
す
る
。

今
回
の
運
賃
値
上
げ
ハ
昭
和
五
O
年
二
一
月
の
運
賃
値

上
げ
)

つ
ぎ
の
よ
う
に
「
事
業
報
酬
」
が
算
定
さ

の
申
請
に
あ
た
っ
て
は
、

れ
た
c

「
事
業
報
酬
対
象
資
注
に
技
酬
率
八

O
パ
ー
セ
ン
ト
を
乗
じ
て
算
定
。

対
象
資
庄
は
鉄
軌
道
部
門
の
固
定
資
産
、
建
設
使
勘
定
お
よ
び
営
業
費
用
の

一
都
並
び
に
繰
延
資
産
の
固
定
資
産
比
率
で
按
分
し
た
も
の
お
よ
び
各
事
業

に
か
か
わ
る
固
定
資
産
、
建
設
仮
勘
定
を
専
属
苗
業
比
率
等
で
按
分
し
た
も

川

町

内

)

の
を
合
計
し
て
算
定
」
す
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、

一
定
の
方
法
で
鉄
軌
道

並
木
に
か
か
わ
る
使
用
総
資
本
で
あ
る
対
象
資
産
を
算
出
し
、
こ
れ
に
一
定
の

ノス
七
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万
法
で
算
出
し
た
報
酬
率
を
乗
じ
て
「
事
業
報
酬
」
を
算
出
す
る
。
こ
の
「
事
業
報
酬
」
の
決
定
に
は
対
象
資
産
の
拡
大
お
よ
び
報
酬
率

(

行

)

の
引
上
け
が
政
策
的
に
も
り
こ
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
は
す
で
に
批
判
的
な
検
討
が
加
え
ら
れ
て
お
り
割
愛
す
る
が
、

川
端
必
表
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
昭
和
四
七
年
度
、

四
八
年
度
で
は

「
赤
字
」

の
額
を
犬
帽
に
上
回
る
額
が

ま
た
昭
和
四
九
年
度
で
は

「
赤
字
」
額
に
ほ
ぼ
匹
敵
す
る
額
が
「
適
正
利
潤
」
と
し
て
の
「
事
業
報
酬
L

と
し
て
総
支
自
に
算
入
さ
れ
て
い
る
。
鉄
軌
道
収
支
計
算

書
の
「
赤
字
」
は
、
こ
の
政
策
的
に
算
出
さ
れ
る
「
事
業
報
酬
」
を
原
価
に
算
入
し
た
の
ち
の
「
赤
字
」
な
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
検
討
し
て
く
る
と
、

「
収
支
均
衡
L

を
前
提
と
し
て
な
さ
れ
る
運
賃
決
定
の
た
め
の
総
括
原
価
主
義
に
ち
と
づ
く
収
支

計
算
は
、
様
々
な
か
た
ち
の
総
支
出
の
拡
大
の
も
と
で
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
大
手
私
鉄
一
四
社
で
は
こ
う
し
て
創
出
さ
れ
た

「
赤
字
」
を
根
拠
と
し
て
、
昭
和
三
七
年
一
一
月
に
は
普
通
運
賃
で
平
均
一

0
・
0
パ
ー
セ
ン
ト
、
昭
和
四
一
年
一
月
三

0
・
二
パ
ー
セ

ン
ト
、
昭
和
四
五
年
一

O
月
一
五
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
さ
ら
に
最
近
で
は
昭
和
四
九
年
七
月
の
二
六
・
九
バ

1
セ
ン
ト
の
値
上
げ
に
つ
づ

い
て
、
昭
和
五

O
年
二
一
月
に
も
二
四
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
の
値
上
げ
を
強
行
し
て
き
た
。

大
手
私
鉄
で
は
会
計
に
よ
る
「
赤
字
」
を
根
拠
と
し
て
、
運
賃
値
上
げ
を
強
行
し
利
潤
を
拡
大
し
て
き
た
。
こ
の
運
賃
値
上
げ
に
よ
る

利
潤
の
獲
得
は
、
き
わ
め
て
政
策
的
、
政
治
的
な
過
程
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
今
日
の
私
鉄
企
業
の
利
潤
の
獲
得
が
政
治

的
政
策
的
な
過
程
と
し
て
展
開
さ
れ
る
た
め
、

そ
の
蓄
積
を
具
体
化
す
る
減
何
償
却
お
よ
び
引
当
金
の
計
上
は
き
わ
め
て
政
策
的
、
弾
力

的
な
も
の
と
し
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
減
価
償
却
お
よ
び
引
当
金
の
計
上
は
、

一
方
で
は
利
、
潤
の
獲
得
を
実
現
す
る
た
め
の
「
赤

字
」
を
創
出
す
る
た
め
に
、
ま
た
そ
の
利
潤
を
蓄
積
す
る
た
め
に
政
策
的
、
弾
力
的
に
な
さ
れ
る
。

(
印
)
『
大
手
民
鉄
の
素
顔
』
(
日
本
民
営
鉄
道
協
会
〉
一
四
ペ
ー
ジ

ハ
刊
)
ハ
九
〉
(

η

)

『
第
一
囚
回
全
国
消
費
者
大
会
』
(
全
国
消
費
者
大
会
実
行
委
員
会
〉
二
八

1
一ニ
0
ペ
ー
ジ



(
九
)
「
『
大
手
私
鉄
運
賃
の
値
上
申
請
に
抗
議
し
、
私
鉄
を
利
用
者
本
位
の
も
の
に
す
る
た
め
の
申
し
入
れ
書
』
に
つ
い
て
(
回
答
)
」

七
五
号
、
昭
和
五

O
年
九
月
)

(
九
)
『
運
賃
に
関
す
る
制
度
お
よ
び
原
価
』
(
運
輸
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
、
昭
和
四
七
年
三
月
)
一
一
三
ペ
ー
ジ

(
河
)
山
口
真
弘
「
私
鉄
運
賃
の
決
定
の
実
際
」
(
『
運
輸
と
経
済
』
問
和
三
七
年
一
二
月
号
)
一
二
九

1
四
0
ペ
ー
ジ

(
苅
〉
「
大
手
民
鉄
運
賃
改
定
申
請
に
対
す
る
査
定
の
基
本
的
考
え
方
」
(
運
輸
省
資
料
〉
、
な
お
私
鉄
運
賃
の
決
定
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い

て
は
、
山
口
真
弘
「
私
鉄
運
賃
の
決
定
の
実
際
」
(
『
運
輸
と
経
済
』
昭
和
三
七
年
一
一
、
一
二
月
号
)
お
よ
び
『
運
賃
に
関
す
る
制
度
お
よ
び
原

価
』
(
運
輸
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
、
昭
和
四
七
年
三
月
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
打
)
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
独
占
分
析
研
究
会
「
経
営
分
析
東
京
急
行
電
鉄
株
式
会
社
(
上
)
」
、
「
経
営
分
析
東
武
鉄
道
株
式
会
社
(
上
)
」
(
『
経
済
』

一
九
七
四
年
一

O
月
号
、
一
九
七
六
年
三
月
号
)
に
お
い
て
分
析
さ
れ
て
い
る
。

(
刊
日
)
『
小
田
急
、
ギ
ュ
ウ
ギ
ュ
ウ
、
値
上
げ
急
』
(
東
京
消
費
者
団
体
連
絡
会
)
一
五
ペ
ー
ジ

(
民
鉄
協
企
第

四

む
す
び
に
か
え
て

私
鉄
企
業
の
固
定
資
産
会
計
は
、

そ
の
所
有
す
る
固
定
資
産
の
技
術
的
な
特
質
す
な
わ
ち
同
種
類
か
つ
小
単
位
の
資
産
が
多
数
総
合
さ

れ
て
主
要
な
固
定
資
産
を
形
成
す
る
と
い
う
特
質
の
た
め
に
、
旧
来
よ
り
取
替
え
の
方
法
と
減
価
償
却
計
算
の
方
法
と
い
う
こ
つ
の
内
容

を
も
っ
て
展
開
さ
れ
て
き
た
。
戦
前
で
は
取
替
え
の
方
法
に
基
礎
を
お
き
な
が
ら
、
減
価
償
却
計
算
は
例
外
的
に
実
施
さ
れ
た
に
す
ぎ
な

ぃ
。
し
か
し
、
昭
和
一

O
年
頃
に
は
利
益
金
処
分
と
し
て
の
償
却
費
の
計
上
が
大
手
私
鉄
に
よ
っ
て
配
当
政
策
の
視
点
か
ら
実
施
さ
れ
、

企
業
の
内
部
留
保
を
促
進
し
た
。
ま
た
、
戦
後
に
あ
っ
て
は
、
資
産
再
評
価
を
テ
コ
と
し
な
が
ら
導
入
さ
れ
た
減
価
償
却
制
度
の
も
と

で
、
従
来
か
ら
の
取
替
え
の
方
法
に
よ
る
修
繕
費
の
計
上
と
減
価
償
却
費
の
計
上
と
い
う
い
わ
ば
二
重
の
固
定
資
産
処
理
が
実
施
さ
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
す
で
に
指
摘
し
た
税
法
の
取
替
法
、
特
別
償
却
、
圧
縮
記
帳
な
ど
の
固
定
資
産
処
理
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

わ
が
国
私
鉄
企
業
と
減
価
償
却
(
二
)

jl、
九
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以
上
の
よ
う
な
大
手
私
鉄
企
業
の
固
定
資
産
会
計
が
、

い
か
に
現
実
の
固
定
資
産
の
状
況
と
か
け
離
れ
た
も
の
で
あ
る
か
は
戦
前
、
戦

後
の
分
析
か
ら
明
ら
か
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
減
価
償
却
計
算
が
現
実
の
固
定
資
産
の
状
況
と
か
け
離
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い

う
認
識
は
企
業
に
あ
っ
て
も
的
確
に
認
識
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
戦
前
で
は
東
横
電
鉄
社
長
で
あ
っ
た
五
島
慶
太
は
諸
償
却
金
が
内

部
留
保
と
し
て
蓄
積
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
た
し
、
ま
た
戦
後
に
あ
っ
て
も
「
刊
大
手
私
鉄
と
赤
字
」
で
指
摘
し
た
近
畿
日
本

鉄
道
の
実
質
的
な
各
部
門
ご
と
の
資
本
利
益
率
の
分
析
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
現
実
に
即
し
た
固
定
資
産
の
状
況
が
把
握
さ
れ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
大
手
私
鉄
に
よ
る
現
実
の
固
定
資
産
の
状
況
と
は
か
け
離
れ
た
償
却
計
算
は
、

「
川
設
備
投
資
と
資
金
の
源
泉
」
で
明
ら

か
に
さ
れ
た
よ
う
に
企
業
の
投
資
計
画
、

よ
り
具
体
的
に
は
輸
送
力
増
強
計
画
の
も
と
で
の
設
備
お
よ
び
不
動
産
へ
の
投
資
に
つ
い
て
の

計
画
の
な
か
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
現
実
の
減
価
償
却
計
算
は
企
業
の
蓄
積
に
と
っ
て
計
固
化
さ
れ
た
内

(

m
削

)

部
資
金
を
確
保
す
る
も
の
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
大
手
私
鉄
の
減
価
償
却
計
算
は
、
固
定
資
産
の
現
実
的
な
状
況
の
認
識
を
前
提
に

し
な
が
ら
、
費
用
の
拡
大
に
よ
っ
て
利
益
を
留
保
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
投
資
計
画
を
展
開
し
て
い
く
も
の
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。
こ
う

し
た
意
味
で
、
現
実
の
固
定
資
産
の
状
況
と
は
か
け
離
れ
た
減
価
償
却
計
算
は
、
企
業
に
と
っ
て
は
適
正
な
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
、
実

施
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
戦
前
の
配
当
政
策
と
し
て
の
減
価
償
却
お
よ
び
戦
後
の
運
賃
値
上
げ
に
閲
し
て
の
減
価
償
却
の
状
況
か
ら
明
ら
か
な
よ
う

に
、
減
価
償
却
に
よ
る
利
益
留
保
の
基
礎
と
な
る
利
潤
の
獲
得
は
、
今
日
の
私
鉄
企
莱
に
あ
っ
て
は
き
わ
め
て
政
策
的
、
政
治
的
な
過
程

と
し
て
展
開
さ
れ
る
た
め
、

そ
の
利
潤
の
獲
得
と
蓄
積
を
具
体
化
す
る
減
価
償
却
計
算
は
き
わ
め
て
政
策
的
、
弾
力
的
な
も
の
と
し
て
実

施
さ
れ
る
。



以
上
の
よ
う
な
減
価
償
却
の
性
格
は
、
す
で
に
指
摘
し
て
き
た
よ
う
に
引
当
金
に
つ
い
て
も
基
本
的
に
は
同
様
に
指
摘
す
る
こ
と
が
で

ιさ
司
令
。

戦
前
、
戦
後
の
大
手
私
鉄
の
減
価
償
却
の
状
、
仮
を
検
討
し
て
く
る
と
、
金
菜
に
と
っ
て
冷
減
僻
償
却
は
固
定
資
産
の
現
完
的
な
状
況
の

認
識
と
企
業
の
蓄
積
の
過
程
と
い
う
二
つ
の
内
容
を
も
っ
て
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
と
く
に
後
者
に
関
し
て
い
え

ば
、
大
手
私
鉄
の
最
近
の
減
価
償
却
問
題
は
、
人
口
お
よ
び
産
業
の
大
都
市
へ
の
集
中
に
と
も
な
う
輸
送
力
増
強
計
画
の
も
と
で
の
投
資

計
画
と
不
可
分
の
も
の
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。

(
叩
)
こ
の
点
に
関
し
て
補
口
止
し
て
お
く
と
、
例
え
ば
、
口
本
航
空
で
は
航
空
機
の
耐
用
年
数
を
税
法
に
よ
っ
て
六
、
七
年
と
し
て
減
価
償
却
計
算
を

お
こ
な
っ
て
い
る
が
、
一
方
で
は
耐
用
年
数
を
一

O
年
と
し
た
ば
あ
い
の
償
却
計
算
を
内
部
的
に
お
こ
な
い
、
六
、
七
年
ベ

1
ス
と
一

O
年
べ
!
ス

に
よ
る
差
異
す
な
わ
ち
内
部
留
保
額
を
認
識
し
て
い
る
(
独
占
分
析
研
究
会
「
経
営
分
析
日
本
航
空
(
中
)
」
『
経
済
』
一
九
七
三
年
七
月
号
一
八
八

1
一
八
九
ペ
ー
ジ
、
お
よ
び
拙
稿
「
わ
が
国
航
空
企
業
に
お
け
る
減
価
償
却
」
『
商
経
論
叢
』
衿
奈
川
大
学
、
九
巻
四
号
三
一
一

2
一
三
二
ペ
ー
ジ
〉

(
剖
)
減
価
償
却
に
よ
る
資
金
の
確
保
と
そ
の
運
用
の
実
態
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
わ
が
国
海
運
業
に
お
け
る
減
価
償
却
」
お
よ
び
「
わ
が
国
航
空
企
業

に
お
け
る
減
価
償
却
(
『
商
経
論
叢
』
神
奈
川
大
学
、
八
巻
一
号
、
九
巻
四
号
)
に
お
い
て
A

分
析
し
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
参
照
ぎ
れ
た
い
。

わ
が
国
私
鉄
企
業
と
減
価
償
却
(
二
)

九




